
第 5章 コミュニケーションにおける接頭辞の様相

本章では､接頭辞動詞の語形成関係が顕在化するパターンを､1)基動詞と接頭辞動詞､

2)同じ接頭辞を持つ異なる基動詞､3)異なる接頭辞を持つ同じ基動詞に分け､コミュニ

ケーションにおける接頭辞の多様な様相を論じる｡

5.1.では､書かれた言葉において接頭辞動詞が関わる語形成関係の顕在化を論じる｡

5.3.では､話された言葉に特有の言い直しと類義要素の追加に見られる接頭辞動詞の顕在

化を上記の3つのパターンごとに分析する (5.3.1.から5.3.3.)｡言い直しと類義要素の追加

の現象はその定義が非常に複雑なため､その説明には5.2.を割いた｡

5.3.4で は､書かれた言葉に素材を戻し､話された言葉における言い換えや類義要素の追

加に相当する記号を伴う接頭辞動詞の用例をわずかながら扱う｡

5.3.5.では､接頭辞動詞の言い直しが提起する "接頭辞の選択"の問題を考察する｡

5.1. 接頭辞動詞の語形成関係の顕在化

接頭辞動詞が関わる語形成関係は､

1)基動詞と接頭辞動詞

2)同じ接頭辞を持つ異なる基動詞

3)異なる接頭辞を持つ同じ基動詞

の間で成り立つ｡ これらの語形成関係は､各タイプの動詞が同じテキス トや発話内の近い

文脈において使われている場合において顕在化する｡

ImantsZiedonisは､言葉遊びをする詩人として有名である｡彼の作品では､接頭辞や接尾

辞を使った新語の創作のほか､接辞を持たない語と持つ語､同じ接辞を持つ複数の語や違

う接辞を持つ複数の語の隣接した使用､つまり接頭辞動詞で言えば､上記の 3つのタイプ

の接頭辞動詞の語形成関係の顕在化が､言葉遊びの手法の一つとなっている｡

『ェピファニー (Epiranijas)』｣の中の短編『11時48に旅立とう(Mesaizbrauksimll.48.)』
からの例文5-1では､da17ties｢分かれる､共有する｣を基動詞とした接頭辞動詞が6つ用い

られているop豆rdalities｢再分裂する｣(par-｢再｣)､sadalTties｢分配する｣(sa-｢配｣)､atdalTties

｢分離する｣(at-｢断｣)､nodalTties｢離れる｣(no-｢離｣)､aizdalities｢遠くに離れる｣(aiz-

｢遠｣)の接頭辞動詞では､接頭辞が空間的意味において基動詞の意味修正を行っている｡

その中で接頭辞動詞 piedalities｢参加する｣(空間的意味は pie-｢接｣)は､接頭辞の語嚢化

の程度が他の接頭辞動詞に比べて高い｡この例文5-1では､接頭辞動詞の語形成関係の顕在

化のタイプl)基動詞と接頭辞動詞と3)異なる接頭辞を持つ同じ基動詞が観察される｡

例文5-1 (E.)

"Tev ir tikaijapiedalas," man teica. Un espiedalqos. Es pieda嘩os,
君一与 be一現3 だけ 参加する-義 私一与 言う一過3 そして 私 参加する一過1単 私 参加する一過1単
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曲 un atkalpieda嘩os. Un, kadesatkalbiju 軸 un
分裂する一過1単 そして 再び 参加する一過1単 そして 時 私 再び be-過1単 分裂する一能過 そして

pieda的 esvienu dienujutu, kaesesmu parda嘩ies. Pectam -ka
参加する一能過 私 ある 日一対 感じる一過1単 従 私 be-現1単 再び分裂する一能過 その後 従

esmu 由 嘩ieS･ Kautkas no manisbija atdalqies, 峨 aizda嘩ies.
be一現1単 分配する一能過 何か から 私 be一過3 分離する-能過 離れる一能過 遠くに離れる一能過

｢君は垂迦しないといけない｣と私は言われたOそうして私は参加をした.参加をして､分裂して､再び

参加蛙 oそして私が再び分裂して､参加をしたら､自分が再分裂してしまったことにある日気付いたo

その後､私が分裂してしまったということも｡何かが私から分離して､離れて､遠くに行ってしまった｡

次の例文5-2では､顕在化のタイプ 2)同じ接頭辞を持つ異なる基動詞が観察される｡例

文の最後にある ｢参加をする必要はなくて､ "加"わる必要がある｣では､piedalTties｢参

加する｣とpievienoties｢加わる｣ (接頭辞pie-｢接｣ ｢加｣､基動詞vienoties｢一つになる｣)

が対比されている｡後者のpievienotiesには､接頭辞と基動詞の間にハイフンが置かれている｡

piedalTtiesの接頭辞pie-は語嚢化しているのに対して､pievienotiesの接頭辞pie-は基動詞にpie-

｢接｣ の意味を加えている｡この語嚢化していない接頭辞pie-がハイフンで区切られること

で､前者のpiedalitiesにおける接頭辞pie-の語嚢化する前の本来の空間的意味 (pie-｢接｣+

dalities｢分かれる｣)を読者に想起させる.これは､2つの動詞の基動詞dalTties｢分かれる｣

とvienoties｢一つになる｣が対極の意味であることを強調する言葉遊びにもなっている77｡

例文5-2 (E.)

Dal諸肌aSbija notikusi,bet nebija radusies neJauna ameba,neJaunS Cilveks,
分裂 be一過3 起きる一能過 しかし 否-be-過3 現れる一能過 も 新しい アメーバ も 新しい 人

neJaunS akmens,neJauna mTlestTba!Un tad essapratu, kat豆1豆k pieda17ties
も 新しい 石 も 新しい 愛 そして すると 私 理解する一過1単 従 さらに 参加する

vairs nednTkst. NevaJag Piedalmes, bet plc-Vienoties.
もはや 否-してもよい一現3 否-する必要がある一現3 参加する しかし 加わる

分裂は起こったが､新しいアメーバも､新しい人間も､新しい石も､新しい恋愛も生まれなかった !そう

して私は､今後畳麺がもうできないことを知ったO垂迦をしてはいけないけど､"加"わることならいいo

その後､分離や分裂の行為とは逆の ｢一つになる｣という行為が例文5-3で示される｡こ

こでは､顕在化のタイプ 2)同じ接頭辞を持つ異なる基動詞と3)異なる接頭辞を持つ同じ

基動詞が観察されるO基動詞kopoties｢丸まる､一緒になる｣とvienoties｢一つになる｣に

は､再帰要素と共に相互動作を意味する接頭辞sa-､pFVの動作を示す接頭辞no-､ ｢通じて｣

を示す半接頭辞7㌔aur-がそれぞれ付加されている.piedrumstaloties｢たくさんの破片になる｣

(基動詞drumstalot｢破片にする｣)とpiesmidzin融ies｢たくさんの水滴が降る｣(基動詞smidzin豆t

｢降る｣)の接頭辞と再帰要素は動作の高い集中性を示し､piedalTtiesの接頭辞の再帰要素

77ラトゲイア語のアクセントは語の第一音節に置かれるが､この短編が吹き込まれているCDの朗読では､

どちらの動詞にも接頭辞pie-の後に間があり､アクセントはpiedalTtiesとpievienotiesのように置かれ､基
動詞部分が強調されている｡

78半接頭辞 (puspriedekli)とは､接頭辞のように動詞に前接する副詞のことであるOこうしてできた動詞
は合成動詞である (『標準語文法』1959,370-374)｡
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とは異なるものであるが､形式的には連続した接辞の使用となっている｡最後の5つのpa-

動詞は､接頭辞pa-が ｢少し｣を示す接頭辞クリップを形成している｡

例文5-3 (E.)

望nLて tfRJai 票 と 讐無 思 う 莞 碧 慧 器 tfei･

caurvienoties･ Bet 前 pilseta ir noburta.
一つになりきる しかし この 街 be一現3 魔法にかける-受過

piedal砧es,tikai Diedrumstaloties, tikaipiesmidzin豆ties.
参加する だけ たくさんの破片になる だけ たくさんの水蘭が降る

Padrumstaloties.Pamigloties.Pasmidzinaties.
破片が少し散る 霧が少し出る 水滴が少し落ちる

そうして初めて､一緒になり合って､一緒になって､一緒になりきる｡

Savienoties, g_ovlegQlie3,
-つになり合う 一つになる

鮎 pilseta prasa tikai
この 街 求める一現3 だけ

Papilin豆ties. PaDutek!oties.
霧が少し降る 暁が少し舞 う

一つになり合って､一つになって､

一つになりきるoLかしこの町は魔鏡にかかっているOこの町が求めるのは､参加することだけ､宣i_皇

んの破片になることだけ､たくさんの水滴が落ちることだけ｡露が少し降ること｡境が少し舞うこと｡墜

片が少し散ること｡霧が少し出ること｡水滴が少し降りること｡

例文5-1から例文5-3のような文学作品において､異なる接頭辞を持つ同じ基動詞､同じ揺

頭辞を持つ異なる基動詞の隣接した使用には､文体的手法の一つとしての表現的側面があ

る｡

本章では文学作品だけでなく､新聞､プログや広告､ラジオなど多様な言語資料を基に､

上で挙げた3つの語形成関係の顕在化のタイプに分けて､接頭辞動詞の語形成関係の顕在化

とコミュニケーションにおける接頭辞動詞の諸相を論じる｡

5.1.1. 基動詞と接頭辞動詞

基動詞と接頭辞動詞のタイプの場合､接頭辞が基動詞にもたらす意味修正は､空間的意

味やアスペクト的意味､その他の語嚢的意味である｡

アスペクト的意味における語形成関係の顕在化は､対立アスペクトに関わる第2章や第3

章､縮減アスペクトの接頭辞 pa一に関わる第4章において､PFVの接頭辞動詞とlPFVの基

動詞､pa一動詞と基動詞が同じ例文中で用いられている用例を様々な例文で見た｡

本節でも､接頭辞の空間的意味やアスペクト的意味､その他の語嚢的意味が基動詞に対

して顕在化している例を見る｡

例文 5-4は､接頭辞が空間的意味を示す語形成関係の顕在化の例である｡｢親友がオース

トラリアに行く｣という娘の知らせを､母は ｢一時的に親戚のところにでも行くのだろう｣

と真に受けていない ｡ しかし基動詞braukt｢(乗り物で)行く｣に ｢離｣｢去｣の空間的意味

を持っ接頭辞aiz-をつけることで ｢オーストラリアに移住Lに行ってしまう｣と言い､空間

性を明確化し､状況の本質を伝えている｡
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例文5-4 (PDZ.16.2009)

Manameita(")skali paz叩0 - klases biedrene Kintija吐塾坦 uZ Austr豆Iiju!
私の 娘 大声で 知らせる-現3 クラスー属 仲間 行く一現3 - オース トラリア

Novelku - bI申as… VarbGtciemos plc radiem?Bet vip vair豆kk豆rt
ため息をつく一現 1 たわごと-複 多分 お客で 元で 親戚一複 しかし 彼女 何回も

atkarto - Kintijaaizbraucpavisam.
繰 り返す一現3 去る-現3 完全に

私の娘が大きな声で知らせてきた :クラスメイ トのKintijaがオース トラリアに宜i里 !私は ｢何言ってる

んだか･･･｣とため息をついた｡どうせ親戚の所にお客でしょ?しかし彼女は何度も繰り返した :Kint軸 は

ずっと行ってしまうの !

例文5-5では､netikaiA,betB｢AだけでなくB｣､neA,betB｢AでなくB｣､nevisA,betB

｢AでなくB｣という表現で､基動詞とsa-動詞が対比されている｡接頭辞 sa-は､知覚を示

す動詞に付加されて知覚器官の鋭敏さを意味する｡この例文には2)同じ接頭辞を持つ異な

る基動詞のタイプの顕在化 (sa一動詞間の接頭辞クリップ)も見られる.

例文5-5 (LR.04.01.2010)

UzZemesj豆m豆C豆snetikai 工虫垂!,bet saredzet,ne dzirdet, bet sadzjrdet,
上に 地球 学ぶ一義 否 だけ 見る しかし 見出す 否 聞く しかし 聞き取る

nevis jBSt, bet 軸 .
でなく 感 じる しかし 感 じ取る

地球で学ばなければいけないことは､見ることだけではなく､見出すこと､聞くことではなく聞き取るこ

土､丞旦五二とではなく感じ取ることだ｡

例文5-6でも､nevis｢でなく｣によりpasmie菖an豆S｢ちょっと笑 うこと｣とSmie弘nas｢笑

うこと｣が対比され､接頭辞pa-の持つ ｢少し｣の意味が顕在化している｡

例文5-6 (LR.06.10.2010)

Latvie喜u joks vairak esot tendets uz pasmie蓋弧OS, neVis _Sgi東卿CIS,
ラトゲィア人-複属 ジョーク より be一伝 傾向がある - ちょっと笑 うこと でなく 笑うこと

zobga17busat-1ru un Sarkasmu.
噸笑的な 風刺 そして 嫌味

ラトヴイア人のジョークは笑うことや噺笑的な風刺や嫌味ではなく､どちらかというとクスッと笑うこと

を基本としているらしい｡

例文 5-7でも､nevis｢でなく｣により､基動詞 zvanTt｢(チャイムを)鳴らす｣と､部分

的な動作を示す接頭辞 ie-が付加されたiezvanTt｢(チャイムを)軽く鳴らす｣が対比されて

いる｡身内以外の人と身内によるチャイムの鳴らし方の強さが話題となっている｡

例文5-7 (DZ.26.ll.2011)

(")te plePe蓋ikidsatkal卿 軸 pledurvim.DiktisparTgi 甲仲n軸. Ne
ここで 突然 誰か 再び 鳴らす一過3 元で ドア かなり 勢いよく 鳴らす一過3 でなく
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t豆k豆 musu bemi un mazbemi,kuritikailezvana, nevIS ZVana.
のように 私たちの 子供一複 と 孫一複 関代 だけ 軽く鳴らす-現3 でなく 鳴らす一現3

Nodomaju - 1aikam kreditorijau ir klat.
思う一過 1単 多分 債権者一複 助 be一現3 その場に

すると突然誰かがまたドアのチャイムを鳴らした｡かなり勢いよく鳴らした.埴土土のではなく軽く鳴ら

±だけのうちの子供や孫たちではないようだ｡もしかしたら借金の取立てが来たのかも､と思った｡

例文5-8では､drTz証Ane臨 B ｢BというよりもむしろA｣という表現で､基動詞 dziedat

｢歌う｣とat一動詞が対比されている｡接頭辞at-は､心を込めずに義務的な動作をこなす意

味を基動詞に与える｡

例文5-8 (a)

Dzied豆taji drTzak atdzied nek豆 cen喜as dziedat.
歌手一複 むしろ 形だけで歌う一現3 よりも 努力する一現3 歌う

歌手たちは塾おうとしているのではなく､むしろ御座なりに歌っている｡

テキス トにおける接頭辞の意味的独立性はロシア語の語形成論において指摘されている

が (zemskaja2009,168-169,171,Krongauz1998,38140)､ラトヴィア語でも接頭辞が独立し

た語として現れる例がある｡

2008年の経済危機後に特に顕在化したのは､基動詞 dzTvot｢生きる｣と接頭辞動詞 izdzTvot

｢生きのびる｣の語形成関係である.例文519では接頭辞 iz-の "一人歩き"が観察される.

例文5-9 (J.21.10.2009)

MQsumlSIJair palidzetjelgavniekiem Rajapilseta 垂直哩!.Tiesa gan,pedeja laik豆
私達の 使命 be-現3 助ける Jelgavaの住民一複与 この 街一位 生きる たしかに 助 最後の 時一位■-■
菖im vardam JaPIeVieno priedeklis"iz=".
この 言葉一与 加える一義 接頭辞

我々の使命はJelgavaの人々がこの町で生皇旦ことを助けることである｡確かに､最近はこの単語に接頭辞

j互を付けなければいけないがo

接頭辞が視覚的効果として利用されている広告も存在する｡iesp軸 ietaupTt｢節約のチャ

ンス｣というフレーズ自体は､画像5-179(本論文筆者撮影)のようにラトヴィア国内の様々

な店の張り紙などで見られる｡しかし､画像 5-2のスーパーマーケットチェーンRimiの広

告 (Rimi営業部部長の提供)で用いられているこのフレーズでは､2つの名詞と動詞に共

通する接頭辞 ie-が強調されて表示されている｡

79広告にはLIELISKAIESP宜JAIETAUPiT｢素晴らしい節約のチャンス｣､PERCVAIRAK,MAKSAMAZAK
｢買うのは多く､支払は少なく｣と書かれている｡
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■工 ､､工.,L' ∴!､巨･'~ ･.Ll .. '･
､~●~-■･l一･∴､.<h) .､ トり∴ ､'nい i'･. 一::.- i/-:∴ ■十一一里 .I:'･･い-1
∴ i.tl ･こ.･. 十･､I.十 ;一機 ･.I.::･l卜r･了J･.い ∴-.'･ 仁一;,･ i/ - _ = - ■ ､ :‥ ･い

っ た ｢浪費｣とい う語桑的意味や r外｣とい う空間的意味を､接頭 辞 m O - は 動 作 碍完全性 を

示 しているL,

ト∴:511･.)((い

I-li/Llい:=l中 1l. LこI J､ ､:､lJ :.Ltt‥‥.卜Ltt ll.il､こl ､ト:こ i/ . . 1こ- ir

考え付く-過1複 確 徽 すべて一対 しかし すべて一対 つ ま り

LTil＼L日 .IL/!､いn､l､LILJI･. レ＼!､叶＼てこt. îレJi. i/lLtL･. i/lLtj. i/ 両 lL i/J.:日.:1.
TZ一撃約す>:)-i:!13' l/:キス,'i･-トー･.'ト哩3'I/.一飲む一喝:iI/.一席ぶ一現jI/:注ぐ-現 j L/.J llTlI:i-fu jJ/.:LJ-る一現j

卜し･1 ､･＼ L..)lltL.ト､Ll三トト山Lt:TH. J_1い､LHi一･､1.LL こILl､レし､:l!. ･･いし､川 . Ilい IJ:1日.
しかし打 NL)一要釣寸･テ1'い現Ii-iiN(1ニトくを寸jニト現l車 NO一飲む一理l車.NO-飛ぶ 一視 l iii. N O -変Ii三ぐ一槻1中

一1日両 t小･. ::川:ニー川

払圧何もかも110-し∴こ､I:rik汗‡何も.;I),辛,i/-守ることにした._､一･~~)上りl:rikこl廿酎勺し､キ二/摘i:し､飲L-jl･Ll一一し､

飛び出Lて､お酒Ji･汗ざ､踊って長現し､や.ってし∴E十 そ;書目こ対して払圧要約し､

び跳ね､お酒をこぼしてしまい､踊り､やってしまうO

卑弟をし､整数､選

このようなテキス トにおける "独立した語ララに近い接頭辞 酌使用 は､接頭 辞 自体 酌顕在

化が最も顕著な用例であるO

St一本論文羊裾七2010牛コlj15日､I-:,メ-′Lに上るやし川中)でこしハ苦し古･ipf中った√.
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5.I.2. 同じ接頭辞を持つ異なる基動詞

テキストにおける接頭辞クリップの定義や機能については､本論文の3.4.ですでに述べたo

Blinovaによれば､同じ接頭辞を持っ語がテキス トの中で繰り返されるこの現象には､情

報伝達機能と表現機能があり､前者の機能は接頭辞の持つ意味に､後者の機能は表現性の

強調や言葉遊び､テキストのリズム化などに基づくものである (Blinova2010,120-148)｡

Zemskajaや Krongauzも同様に､接頭辞の反復の文体的側面や表現的側面を指摘している

(zemskaja2009,167-171,Krongauz1997,39146,2391240).

ラトヴイア語では語の第-音節にアクセントが置かれ､否定辞ne-と義務法を示す接頭辞

j豆-が付加されない限り､接頭辞は常にアクセントを持っことから､テキス トのリズム化を

促進している｡

接頭辞クリップにおける接頭辞は､互いに意味的関連のある基動詞を同一の意味でクリ

ップのようにまとめ上げる｡じゃんけんのルールを述べた例文 5-11では､何が何にどのよ

うに勝つかが話題となっている｡ グー､チョキ､パーの ｢殴る｣｢切る｣｢包む｣ という基

動詞は､｢客体の凌駕｣という意味を持つ接頭辞sa一によりまとめ上げられている｡

例文5-ll (AP.18.01.2012)

Akmens 墨選出 弛eres, 弛eres 型 重量 paplru, PaPTrs satin
石 殴って勝つ-現3 はさみ一対 はさみ 切って勝つ-現3紙一対 紙 包んで勝つ-現3

akmeni(‥).
石I対

グーはチョキをなぐって勝ち､チョキはパーを切って勝ち､パーはグーを包んで勝つ｡

接頭辞クリップはブログにおける書き込みにおいても見られる｡例文 5-12では､接頭辞

ie-｢中｣がインターネット上の活動に関する様々な動詞に付加され､｢書き込み｣や ｢投稿｣

という意味を示している｡

例文5-12 (G.スペル訂正)

Perkons(..)aiziet to ietvTtot, iefeisbukot, iedraugot
行く一現3 それ一対 ツイー トする フェイスブックに書き込む Dra喝iemに書き込む

un ieskaipot. Aizpemasno kolegiem aiFonu,虫垂垣 Mednim kada
そして スカイプに書き込む 借りる一現3から 同僚一複 iPhone一対 ISQに書き込む一現3 Mednis一与 どんな

aiFona aplik豆cija ir paredzeta蓋Tm darbTbam,un atkarloti,tikaicauraiFonu,
iPhone一属 アプリケーション be-現3 見込む一受過 この 動作-複与 そして 再び だけ 通じてiPhone

垣垣垣, iefeisbuko, iedrau宰0, ieskaipo-
ツイー トする-現3 フェイスブックに書き込む一現3 Draugiemに書き込む一現3 スカイプに書き込む-現3

スブックに､Ih uEiemSlに､スカイプに投稿しに行くO同僚達にiPhonePerkonsはそれをツイー トして､フェイ

を借りて､こういった一連の動作にどんな iPhoneのアプリケーションが適しているかをMednisに!£旦_≡

聞いて､再びiPhoneだけを通じて､ツイー トして､フェイスブックに､

lワo

81ラトヴィアのSNSサイ トである｡

Ih ugjemに､スカイプに投稿するo
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接頭辞クリップを論じた本論文3.4.からこれまでに扱った例文では､動詞間の距離がゼロ､

または2,3語であった｡しかし近い文脈に限らず､接頭辞クリップは動詞間の距離が比較的

離れている場合でも実現する｡もちろん結束性の観点からは､同じ接頭辞を持つ語が距離

的に近ければ近いほど､そして同じ文法形式であれば､接頭辞クリップが担う結束性の機

能は高まる｡逆に距離的に離れていて同じ文法形式でなければ､接頭辞クリップが担う結

束性の機能は当然弱まる｡

例文5-13と例文5-14は､それぞれラジオ番組の司会者AとゲストBによる発話である0

Aは例文 5-13で､観光に関する国際会議に海外の観光業者がたくさん参加したことについ

て話をしている (タイムコード3:06)0Bはそれに答える形で発話を開始し (3:ll)､会議に

参加した260人のうち3分の2が海外の観光業者であったと話した上で､例文5-14を述べ

ている (4:06)0

例文5-13 (LR.25.03.2011)

(..)daudziarzemniekibija sabrauku喜i paklausities,ko tad mes 主eit Baltija
多くの 外国人一複 be一過3 やってくる一能過 pA一聞く 何一対 では 私達 ここで バル ト3国一位

Iaikam Latvija artdar豆m?
多分 ラトゲイア一位 も する一現 1複

多くの外国人が､バル ト3国､というかラトヴィアで我々が何をしているのかを聞きにやってきた｡

例文5-14 (LR.25.03.2011)

Pirmoreizimumsizdevas sasedin豆tkop豆tBrismaattTstftajus (‥),tostarp artvalsts
第 1 回 私達一与 成功する一過3 座らせる 共に 観光一属 発展させる人一複対 そのうち も 国一属

tGrisma a岳entGru un dabas aizsardzTbasp豆rvaldesvaditaju,kassased豆s ple Viena
観光一属 局一対 そして 自然一属 保護一属 管理局-属 長一対 関代 座る一過3 元で 1つの

galda un s豆ka par 喜im tem豆m kop豆run乱
机 そして 始める一過3 ついて この テーマー複 共に 話す

我々は観光業界者たちを一緒に座らせることができた｡その中には国の観光局や自然保護管理局局長もい

て､彼らは一つの机に座り､このテーマについて一緒に話し始めた｡

例文 5-13のsabraukt｢来る｣の主体は海外の観光業者であり､例文 5-14のsasedin豆t｢座

らせる｣の客体とsasesties｢座る｣の主体は事実上､同じ海外の観光業者である.これら3

つのsa一動詞の語形は異なり､その使用には時間的な隔たりがあるものの､まとまった発話

の中で動作は同じ主体と客体に関係し､接頭辞sa-は主体や客体の多さを特徴づけている.

また､同じ話者による発話で､動詞と動作の主体が同じであっても､接頭辞クリップが

見られないこともある.例文5115(21:12)の主体vipi｢彼ら｣と例文5-16(23:16)の主体

jQs｢あなた方｣は同じ人物 (海外での就労経験がある番組のゲスト)を指しているo例文

5-15には縮減アスペクトの接頭辞pa一による接頭辞クリップが見られるが､例文5-16では接

頭辞pa一による接頭辞クリップはない｡
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例文5-15 (LR.12.08.2010)

Ⅵpi,k豆 dzirdat, ir pabi叫鈍 pastrad豆iu菖icitur, atgriezu主iesLatvija,
彼ら ように 聞こえる一現2複 be-現 3 PA-いる一能過 PA一働 く一能過 他の場所で 戻る一能過 ラ トゲィア-位

ka v叩Iem gajis, par to Jau mBsu st豆sts ir s豆cies･
いかに 彼ら一与 調子が ･･･である一能過 ついて それ もう 私達の 話 be-現 3 始まる一能過

お聞きのように､彼らは他の場所にヒエ､塾と二三､ラトヴィアに戻ってきましたO彼らがどうだったのか

について､私たちの話は始まっていました｡

例文5-16 (LR.12.08.2010)

JQs tur 由姐塾, stradajat. KoJaunujBs iem豆cTjaties?
あなた方 そこで PA-いる一過 2複 働く一過 2複 何を 新しい あなた方 学ぶ一過 2複

そこにいて､働いていたんですよね｡どんな新しいことを学びました?

海外就労が話題となる場合､基動詞が示す動作 (bat｢いる｣とstradat｢働く｣)は同じ時
間幅の行為と考えられる｡しかし例文 5-15で接頭辞クリップが観察されない理由は､2番

目の動詞として pa一動詞ではなくIPFVの基動詞を使 うことで､働いていたプロセスに焦点

が当てられているからと考えられる｡このように､話者が基動詞により強調したいことが

ある場合には､接頭辞クリップによる語と語の結束性が遵守されないこともある｡

5.1.3. 異なる接頭辞を持つ同じ基動詞

異なる接頭辞を持つ基動詞は､テキス トや発話で話題となる事象であることが多い｡

異なる接頭辞を持つ基動詞の使用には､テキス トにおける情報伝達の側面がある｡

Ventspils市におけるアパー トの私有化の割合を述べた例文 5-17では､一般の私有化がどの

程度行われているのかを示す際に基動詞 privatizet｢私有化する｣が用いられている.一方

で､部分的な動作の実現を示す接頭辞 ie-が付加され､その町の私有化が中途半端に行われ

ていること､そして完全な動作の実現を示す接頭辞 nO-が付加され､否定辞 ne-と共に､完

全に私有化されたものが何ひとつないことが述べられている｡

例文5-17 (NRA.15.09.1999)

Parastaj豆 priVatizacija tick privatizeti jau aptuveni55% dzTvoklu,(‥)Ventspils
一般的な 私有化一位 受一現3 私有化する-受過 もう 約 フラット-複

tie蓋豆m neveic pa豆trin豆to privatiz豆ciju,(..)viss tick lePrivatizets, bet nekas
本当に 否一行 うー現3速める一受過 私有化一対 すべて 受一現 3 部分的に私有化する一受過 しかし 何も

nav noprivatizets.
香-be一現 3 NO一私有化する一受過

一般的な私有化では､すでに約 55%のフラットが私有化されているoVentspi)Sは早急な私有化を現に行っ

ていない｡なにもかも部分的には私有化されているが､完全に私有化されているものはなにひとつない｡

ラジオ番組においても､45分の会話の中で基動詞とその接頭辞動詞がキーワー ドとして

用いられ､発話全体の結束性を強めている｡例文 5-18から例文 5-20では､白鳥の研究者が

192

Do
ct
or
al 
Th
es
is 
(T
ok
yo
 U
ni
ve
rs
ity
 o
f F
or
ei
gn
 S
tu
di
es
)

東京外国語大学博士学位論文　Doctoral thesis (Tokyo University of Foreign Studies)



｢輪付けする｣という自身の研究活動を､基動詞 gredzenot｢輪付けをする｣､対応の PFV

の接頭辞動詞apgredzenot(動作から連想される空間的意味の接頭辞ap-｢周｣)､客体の多さ

を示す接頭辞sa-が付加されたsagredzenotで示している｡

例文5-18 (LR.22.09.2010)

Es patspersonTgibiju gred_zen_oJ113 divusgadus plrmS折 notikuma.
私 自身 個人的 に be一過 1単 輪付けをする一能過 2 年一複対 前に この 事件

この事件の前に私個人は2年間白鳥の輪付けをしていた｡

例文5-19 (LR.22.09.2010)

(‥)sav豆velpagaid豆m neilgaj豆m白兎 esmu appTedzenoiis ap1000 gulbjiem･
自分の まだ 今のところ 長くない 人生一位 be一現 1単 輪付けする-能過 約 白鳥一複

まだそう長くはない人生の中で､私は約 1000羽の白鳥を輪付けしてきた｡

例文5-20 (LR.22.09.2010)

(‥)visas 3Eiropas gulbju sugas esesmu sa打edzenoiis･
すべて ヨーロッパー属 白鳥一複属 種類T複対 私 be一現 1単 沢山輪付けをする一能過

私はヨーロッパの白鳥の全3種類を輪付けしたことがある｡

異なる接頭辞の基動詞の連続した使用には､情報伝達の側面の他にも表現的側面がある｡

これには､基動詞の反復という一種の同語反復やリズム化､言葉遊びなどが関係 している｡

例文5-21では､合唱団の歌う行為が多様であることが基動詞dzied豆t｢歌う｣に付加され

るアスペクト的意味やその他の語糞的意味を与える 4つの接頭辞により表されている｡例

文5122の基動詞dzTvot｢生きる｣には､空間的意味が抽象化した接頭辞が付加されているo

例文 5-21 (a)

KoriS"Dziesmuvara"izmanto vISaS iespejas 四d由由塾,uzdzied融, izdzied乱,
合唱団 歌力 利用する一現3すべての 可能性一複対 少し歌う 盛り上がって歌う 歌で表現する

apdziedat, jo mesto vienk豆rgimTlam darliL
歌で諌えたりからかう なぜなら 私達 それ一対 単に 愛する一現 1複 する

合唱団 ｢歌力 (うたぢから)｣は､ちょっと歌ったり､歌って場を盛り上げたり､歌で表現をし､歌で人を

称え､からかうようなあらゆる機会を逃しません｡なぜなら私達はそれがただ好きだからです !

例文5-22 (LA,10.02.2011)

Cilvekipiedzivo karus, katastrofas…piedzTvo, p豆rdかO, izdzTvo un
人々は 経験する一現3 戦争一複対 災害一複対 経験する一現3 乗り越える一現3 生き抜く一現3 そして

dzTvo.
生きる一現3

人々は戦争や災害を経験する･･･経験をして､乗り越えて､生き抜いて､生きるのだ｡

例文 5-23では､パソコンなどの電子機器が人と人とのコミュニケーションを通訳や翻訳
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のように媒介をすることが述べられている｡基動詞 tulkot｢訳す｣に7つの接頭辞が付加さ

れ､｢訳す｣行為の様々な様相が示されている｡しかしvienu｢あること｣とotru｢違うこと｣

の代名詞の対比や､最後の ｢求められるのは訳す (基動詞)ことだけだったのに｣で基動

詞と 7つの接頭辞動詞が対比されることにより､接頭辞動詞の示す電子機器の訳と､私達

が実際に話し､電子機器に望んでいた訳が異なることが示されている0

例文5-23 (DG)

Elektronika tulko. Messakam tai vlenu, ta Panulko,iztulko,
電子機器 訳す一現3 私達 言う-現 1複 それに あること一対 それ 訳す-現3 解釈して訳す一現3

aiztulko, ietulko, pietulko, satulko, apturkQ Otru,
訳し過ぎる-現3 訳し入れる一現3 訳し補う-現3 訳をでっちあげる一現3 表面的に訳す-現3 別のこと一対

bet prasTts bija tikai tulkot.
しかし 求める-受過 be一過 3 だけ 訳す

電子機器は訳をしてくれる｡私達がそれ (電子機器)にあることを言うと､それを違うことに訳したり､

訳して解釈したり､訳しまくったり､訳し入れたり､訳し補ったり､訳をでっちあげたり､表面的な訳し

かしない｡求められるのは丞±ことだけだったのに｡

例文5-24では､基動詞をrauties｢引っぼられる｣とする接頭辞動詞ierauties｢引きこもる｣

や抽象化した意味を持つaizrauties｢夢中になる｣が連続使用されている｡例文5-23と同様､

異なる接頭辞を持つ基動詞が列挙され､その後基動詞が添えられることで､複数の接頭辞

動詞と基動詞が対比され､動詞間の意味的なっながりを読み手に想起させる｡

例文5-24 (DG)

Aizrau蓋anas Jau an lr tikaipusbeda. ist由 bedas sakas tad, kad
夢中になること すでに も be-現3 だけ ちょっとした不幸 真の 不幸一複 始まる-現3 その時 関代

mes pee vairak豆m aizrau蓋anam klGstam ieravu菖ies. CitreizpeealZrau弘n豆S
私達 後で 複数の 夢中になること-複 なる-現 1複 引きこもる一能過 時々 後で 夢中になること

mes esam jau atravuh mes medzam bat a斤 noravu菖ies,
私達 be一現 1複 すでに 引き除かれる一能過 私達 可能性がある-現 l複 be も 引き離される-能過

apr豆vu削es, sar鴫 uzr豆vu引es, daudz un daZadi
黙って引っ込んでしまう一能過 引きしじむ一能過 嫌なことに引き込まれる一能過 たくさん そして 様々に

ravu削es…
引かれる一能過

夢中になることは､ちょっとした不幸でしかない｡本当の不幸が始まるのは､私達が何回も夢中になった

後で､引きこもりになってしまうことだ.夢中になると､私達はもう引き_除かれた且､もしかしたら皇1呈

離されてた旦､黙って引っこんだり､引きしじまったり､ 嫌なこと串引きこまねた耳､たくさん､様々な

形で引っぼられてしまう｡

接頭辞動詞の連続使用には､読み手に意味解釈を想像させることに重点を置く言葉遊び

の要素がある｡∴よって接頭辞は､基動詞に与える意味による情報伝達の側面はもちろんの

こと､表現的側面も持っている｡

本節では､書かれた言葉における接頭辞動詞の語形成関係の顕在化を見た｡
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5.2.言い直し

書かれた言葉も話された言葉も､コミュニケーションが目的である点では紛れもなく共

通しているが､両者には多くの相違がある｡その一つは､話された言葉には言い直しが見

られることである｡

書かれた言葉では､テキストの内容を考える時間は然ることながら､そこで用いる言語

形式を推敵する "編集作業"の時間がある程度保障されている｡テキストは書き手が考え

る限りにおいて､また時間が許す限りにおいて整理された状態で読み手に提示される｡

それに対して話された言葉では､内容や言語形式を推蔽する "編集作業"の時間が保障

されていないことが多い上､一度音声的に実現してしまった言葉を取り消すことはできな

い｡自分の言いたいことを適切な調音､文法形式､統語構造､意味内容において "初めの

一回"で音声として実現させ､整理された形で聞き手に伝えられることはあまりないoL

たがって､話している最中により適切な言語表現があることに気付いた場合､話者は口頭

で "編集作業''としての言い直しを行う必要がある｡

本論文ではこれまで､書かれた言葉からの用例を主に使用してきた｡しかし本章で論じ

る接頭辞動詞の語形成関係の顕在化は､基動詞と接頭辞動詞､または接頭辞動詞が互いに

隣接する言い直しの現象においても見られる｡本節では､話された言葉に特有の現象であ

る言い直しに見られる接頭辞動詞を考察する｡その前に､言い直しとはどのような現象な

のかを､接頭辞動詞が関わらない言い直しの例も用いて考察する｡

5.2.1.言い直しの定義

言い直し (correction,repair)とは､語や表現を言い直すことで話者がより良いコミュニケ

ーションを求めて行う行為である｡言語がコミュニケーションの手段である以上､常に成

功するかはさておき､話者は自分の発話を言い直すことで､自分が思うように､そしてよ

り良く聞き手に理解されようと努めるものである｡

言い直しはその構造や機能から､様々なタイプに分類される｡例えば発話の途中再開も

言い直しのタイプの一つと見なす意見があるが (Heeman&Allen1999,529-530)､本論文で

は接頭辞動詞が関与する言い直しを考察することから､言い直される語や句を第 1要素､

それを言い直す語や句を第 2要素と呼び､要素間に構造上の対応がある用例を主に扱う｡

話者が数回の言い直しを行う場合､第 1要素と第2要素を言い直す第3要素も存在する｡

schegloff,Jefferson&Sacksは､言い直しを話者自身による言い直し (self-correction)と他

者による言い直し (other-correction)に分けている (Schegloff,Jefferson皮Sacks1977)oLか

し接頭辞動詞が関与した他者による言い直しは用例が少ないため､本節では話者自身によ

る言い直しを圭に扱う｡

言い直される第 1要素は必ずしも文法的に間違っていたり､意味的に不適切というわけ

ではなく､言い直しは広い概念として捉える必要がある｡それは同時に言い直しの特定を
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難しくするが､このことは5.2.3.で詳しく述べる｡

5.2.2.狭い意味での言い直し

狭い意味での言い直しは言い間違いの訂正阜2である｡言語形式の面では､第 1要素に調音

上､文法上､または意味上の誤りや不適切さがある｡第 1要素は明らかな誤りであり､第 1

要素は第 2要素により打ち消されることになる｡多くの場合､言い間違いの原因は話者の

不注意である｡

･調音の誤り

調音の誤りでは､音声的性質が似た音や連続する子音の混同などが見られる｡流音の 1

とrを誤った例文 5-25の話者は､正しい調音点を確認するように第 3要素中の子音 rを強

調して発音している｡

例文5-25 (LR.22.09.2010)LI
Sislaid可ums,払id軸叫声,rait坤ums.
この 番組

この且､且､畳塾｡

例文5-26や例文5-27のように､第 1要素は中断されることがある｡例文5-27のEiropas

savienTba｢欧州連合｣ では､第 1要素で失敗した調音の部分 (a)のみが第2要素で言い直

され (砧a)､第 1要素で問題のない部分 (Savien)は､第2要素では省略されている｡

例文5-26 (LR.14.02.2011)

Par koueinguganpa釦叩ri唾 pastarpin融iesam raidTjum豆runaju弘
ついて コーチング 助 間接的に be一現 1複 番組一位 話す一能過

コーチングについては､且､間接的に番組で話してきました｡

例文5-27 (LR.07.06.2011)

Eiropas Savien豆一砧a.
ヨーロッパ-属 連合

欧州連#､#合｡

･文法形式の誤り

文法形式､つまり語形の選択の失敗が見られる｡

例文5-28では､主語の性と数に応じた述部の受動過去分詞の性と数の一致が問題となっ

ている｡受動過去分詞が男性単数形-女性単数形-男性複数形と言い直されているのは､

$2事実関係に関わる言い間違いの訂正もあるが､ここでは言語形式に関係する言い間違いの訂正を扱うO
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話している最中に話者が主語 (男性名詞複数形)を最終的に決めていない からである｡

例文5-28 (LR.07.01.2010)

Ipa豊丘 form豆tiek ierakstTts, 1時ra_kstltal ierakstfti attiec子gie cIPari.
特別な 形一位 受一現 3 書き込む一受過 書き込む一受過 書き込む一受過 対応の 数字一複

対応の数字が特別な形式で書き込まれる､書き込まれる､書き込まれる ｡

直説法で対格を取る補語は､義務法では主格で示される｡例文 5-29では､疑問詞の対格

koが第 1要素で､文法的に正しい主格kasが第2要素となっている｡

例文5-29 (LR.08.02.2011)

馳 bija jadara?Kas bija j豆dara?Kur bija j豆m豆C豆S?
何一対 be一過 3 する一義 何一主 be一過 3 する-義 どこで be一過 3 勉強する一義

但起しなければいけなかったんですか?牡をしなければいけなかったんですか?どこで勉強しなければい

けなかったんですか?

文法形式の違いが､現実の指示対象の違いとなる例もある｡例文 5-30と例文 5-31では､

受動過去分詞から受動現在分詞-の言い直しが行われている｡番組の話題は､発芽済みの

種 (受動過去分詞 diedzet豆S｢発芽させられた｣)と､まだ発芽していない発芽種 (用途の意

味を示す受動現在分詞diedzejamas｢発芽させられるべき｣)である.AとBの会話である例
文 5-30では､Aは発芽済みかそうでないかを区別する受動過去分詞と受動現在分詞を混同

し､Bがそれを言い直し､Aはその言い直しに応じている｡例文5-31でもAは受動過去分

詞と受動現在分詞を混同し､第 1要素を中断して第 2要素を強く発音し､言い直しを強調

している｡

例文5-30 (LR.19.08.2010)

A:Neesmu turredzejusi,lai bGtupla蓋a sortimentanoperkamasdiedzetas seklas.
否Je-現 1単 助 見る一能過 ためにbe一顧 広い 種類一位 買う一受現 発芽させる-受過 種-複

B:Died虎iamas.
発芽させる一受現

●_ ●_
A:Diedzeiam豆S,Ja,Ja.
発芽させる一受現 はい はい

A:たくさんの種類の発芽済みの種が買えるかどうか､見たことありません｡

B:これから発芽する種のことね｡

A:これから発芽する種､そうです｡

例文5-31 (LR.19.08.2010)
●l■■

Fantastiska iespqaVisas 前Stediedzet豆｢, diedzeiam豆s seklas noga拍ot.
絶好の 機会 すべて この 発芽させる-受現 種一複対 味わう

このような発芽済#､これから発芽する種を味わう絶好の機会です｡
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名詞Caurskatam了ba｢透明性｣は､動詞CaurskatTt｢見通す｣の受動現在分詞caurskatams｢見

通すことができる｣に抽象名詞を派生させる接尾辞一丁b-を付加して派生する｡例文5-32の話

者は､活用タイプが異なる動詞 (例えば動詞 lietot｢使う｣-受動現在分詞 Iietqjams｢利用

できる｣-名詞 Iietqjam弛a｢利便性｣)からの類推や､動詞 caurska仔tの過去語幹 caurska軒

と現在語幹caurskat-との混同などにより､*caurskatTjamibaという存在しない名詞を第 1要素

として用い､それを正しい第2要素で言い直している｡

例文5-32 (LR,23.09.2011)

Mesgribam caurskatTiamTbu,caurskat豆mTbu,kadmesvaram redzet,katick
私達 欲する一現 1複 透明性一対 従 私達 できる-現 1複 見る 従 受-現 3

plePemti lemumiun kapecun k豆di ir argumenti.
採択する-受過 決定-複 そして なぜ そして どのような be一現 3 論拠⊥複

どのような決定が行われ､どうして､どのような理由があるかが見えるような且､透盟堕が我々には必要

なんです｡

･語嚢の誤り

語嚢の言い直しでは､第 1要素と第2要素が音声的に似ていたり､2つの要素の意味が類

似している場合があるO接尾辞のみ異なる場合が多い｡

語根が同じであるものの意味がふさわしくない語嚢の誤 りの例として､atbilde｢答え｣を

atbild砧a｢責任｣で言い直す例文5-33がある｡

例文5-33 (LR,30.05.2011)＼′
Sodienraid7jumameklesim atbildi, kurs豆kas sabiedrTbas atbilde,atbildiba par
今 日 番組一位 探す-未 1複 答え一対 関代 始まる一現 3 社会一属 答え 責任 対して

indivTdu,un netikai.
個人 そして 否 だけ

今日の番組では､個人に対する社会の答え､責任がどこから始まるのかの答えを探しましょう｡

例文 5-34では第 1要素 atlikt｢延期する｣が接尾辞Iin豆一名3が付加された第 2要素 atlicinat

｢節約する｣に言い直されている｡

例文 5-34 (LR.21.03.2011)

(‥)tev jaatliek laiks,jaatlicina.
君一与 延期する一義 時 節約する一義

君は時間を延期しないと､節約しないといけないよ｡

第 1要素が必ずしも誤りとは言えない場合もある｡例文 5-35では tauta｢民族 (英語の

people)｣の単数与格 (tautai)がtau肋a｢民族 (英語のethnicity)｣の単数与格 (tau肋ai)に

言い直されている｡語根の taut-は要素間で共通していることから､第 2要素では異なる部

83 この接尾辞には習慣や使役の意味があるが､これらの動詞の語形成関係は不明であるo
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分 (ibai)のみが発音されている｡後者が帰属としての民族を示すため､より意味が狭くな

り明確化される｡

例文 5-35 (LR.01.04.2011)

(")latvietim vai krievam, !些垣i,垂由 nav nozlmeS.
ラ トヴィア人一与 または ロシア人一与 民族一与 否-be-現 3 意味一属

ラトヴィア人かロシア人か､民族には､何人かどうかには意味はない0

例文 5-36の第 2要素には名詞 sakars｢関係､関連｣､第 1要素にはその名詞に接尾辞-Tb-

(抽象名詞を派生)が付加されたsakarTba｢関連 (悼)｣が用いられている0第 1要素は第2

要素に比べより抽象的な意味を持っていると考えられるが､どちらの要素も類義語である｡

例文 5-36 (LR.10.02.2011)

(..)atkalpar 喜子 datu neseju atlidzTbas sakarTba,蔓延些亘.
再び ついて この データー複属 ホルダー 著作料一属 関連性一位 関連一位

またこのデータホルダーについて､著作料の関連性で､関連で話すと0

例文5-35や例文5-36のように第 1要素が必ずしも誤りではなく､第 2要素がより適切で

あったり､互いの要素が類義で同等に適切であると考えられる場合､言い直しをより広く

捉えることが必要になると同時に､言い直しの特定は難しくなる｡

5.2.3.言い直しの特定の難しさ

言い直しの特定の難しさには様々な理由がある｡ここでは､言い直しを特定する要因が､

要素の外にあるのか､それとも要素間の意味的関係にあるのかに大別し､それぞれ言い直

しの特定の難しさを挙げる｡

5.2.3.1. 要素外の要因

まず､話者は言い直しを常に明示するわけではない｡法廷などにおいては ｢今のは撤回

します｣と言って､発言や質問を-からや り直したり､途中で個々の語や表現を言い直す

場面が見受けられるが､日常生活において ｢すみません､今間違えました｣と謝罪したり､

｢今の表現を言い直します｣ と言い直しを宣言することはない｡また言い直しの謝罪は､

一般に事実関係の誤りを訂正する場合が多く､言語形式に関する言い直しを謝罪すること

は少ない｡言い直しを宣言したり謝罪することで､自身の発話の不適切さを認めることを

避けたり､コミュニケーションの流れを損わないための心理的･社会的要因もあるだろう｡

言い直しは､要素以外の何らかの手段で常に特定できるわけではない｡要素間で ｢あっ｣

｢えー｣というフィラーが常に確認されるわけではなく､要素間で言葉に詰まるとは限ら
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ない｡言い直しのタイミングについても､要素間のポーズの長短はまちまちである｡最短

では第 1要素を第一音節で中断し､第 2要素ですぐに言い直すことがある｡逆に第 1要素

から数秒のポーズを経て､より適切な要素を見つけ､第 2要素で言い直す場合もあるだろ

う｡また第 1要素を打ち消したり､第 1要素よりも意味的によりふさわしいと思われる第2

要素が､第 1要素に比べて常に強く発音されるとも限らない｡

話者が言い直しを明示的に行わなくても､より適切とされる要素が結果的に受容され得

るのは､適切に理解しようとする聞き手の積極的な協力によってもコミュニケーションが

成り立っていることも背景にある｡

言い直しは話者によって "さりげなく''行われる行為である｡それゆえに､その解釈に

は聞き手に委ねられる部分が大きいことは認めざるを得ない｡

5.2.3.2.要素間の意味の要因

要素間の意味の要因は要素外の要因よりも複雑である｡それは言い直される第 1要素が

誤りであったり､意味的に不適切であるとする基準の設定が極めて難しいことである｡

第 1要素が中断される言い直しでは､第 1要素の語や語形の特定は文脈により推定する

はかない｡しかし､中断された第 1要素 (の推定形)が文法的に誤りであったり､意味的

に不適切であるわけでは必ずしもない｡

例文5-37の第 1要素はpiトで中断され､実際には第2要素でvispirms｢まず｣が用いられ

ているo話者はpirmkart｢第一に｣やpirmamk豆鵬m ｢第-に｣､pirmais,koesgributeikt｢私
がまず言いたいのは｣などと言おうとした可能性があるが､推定される第 1要素が誤りで

あったり､意味的に不適切である理由は考えにくい｡

例文5-37 (LR.31.03.2011)

Un p些= VISPlrmS meS S豆kam tie萱iar to.
そして まず 私達 始める一現 1複 まさに から それ

そして第#､まずはそれから始めましょう｡

例文5-38の中断された第 1要素はindustr軸 ｢産業｣と推定されるが､第2要素nozare｢分

野｣で言い直されている｡しかし第 1要素でも意味上問題はないと思われる｡

例文5-38 (LR.02.12.2010)

Perama nozare vai slaucamanozarevar battikai,plemeram,訂 dzerienu
叩く一受現 分野 または 絞る一受現 分野 できる一現3 be だけ 例えば この 飲み物一複属

indust-nozare.
分野

儲かる分野や狙える分野は例えば､この飲料産#､分野だけかもしれません｡
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例文5-39の中断された第 1要素は直説法のiesaku｢(私は)勧める｣と推定される｡この

第 1要素は､第2要素の願望法 ieteiktu｢勧める｣に言い直されている別｡第 1要素は文法的

には正しいものの､話者は第2要素で法を言い直し､自分の考えの確信度を下げている｡

例文5-39 (LR.04.01.2010)

Es 垣 ieteiktu tepat parcenunopirktpr豆mites bileti･∫
私 勧める一顧 ここで で 価格 買う フェリーー属 チケット対

お金を出してフェリーのチケットを買うことをお勧#､お勧めしますね｡

例文5-40では､推定される第 1要素str豆d豆t｢働く｣が中断され､第2要素に新たなbraukt

｢(乗り物で)行く｣が加わり､話者は移動の意味を追加している｡

例文540 (LR.06.01.2011)

Liel豆ku laiku Jau Var 王起= brauktstradat.
長い一比 時間一対 助 できる一現3 働く 行く 働く

より長い時間働く#､働きに行くことができますよO

このように､必ずしも第 1要素が意味的に "間違い''や "不適切"であるわけではない｡

それでも語の中断は､語が音声的に完全に実現してしまうことを話者が阻止することを意

味する｡語が中断されたこと､そしてその代わりとなる要素が直後にあることで､少なく

とも話者は第 1要素の音声的な実現よりも､第 2要素の完全な実現を優先させていること

から､話者は第 1要素よりも適切な第2要素を添えていると考えられる｡

以上は第 1要素が中断している例であったが､第 1要素が実現している例文 5-35と例文

5-36のように､言い直される第 1要素が "間違い"であったり､意味的に "不適切"であ

るかどうか､つまり第 1要素が第 2要素に言い直されているのか､それともどちらも意味

的に同等であるのかの解釈の難しさは残る｡

日本語の音声言語処理の観点から言い直しを研究する船越 ･徳永は､｢間違いの有無､情

報の過不足などの観点からすれば必ずしも必要のない言い直しも存在する｡これらは､聞

き手の理解を助けるために行われる｣としており､このような言い直しは話される言葉に

特有の冗長性の現れであると説明している (船越 ･徳永 2004,1032-1033)0

冗長的であるものの､話者が聞き手の理解を得るために行うことも言い直しとすれば､以

下の例文5-41から例文5-45も広い意味での言い直しの例と捉えられる｡

例文5-41や例文5-42では､第 1要素に指示代名詞が含まれている｡代名詞は状況に応じ

て指示対象が異なるが､話者と共通の理解が聞き手にあるとは限らない｡話者は第 1要素

84基動詞sacit｢言う｣とteikt｢言う｣やその接頭辞動詞 (iesacTt｢勧める｣とieteikt｢勧める｣など)は類
義語であるが､時制や法により使用の頻度が異なるosacitとその接頭辞動詞は直接法の現在時制や命令法
で､teiktとその接頭辞動詞は直説法の過去時制や未来時制､また願望法で用いられることが多い｡そのた
め､この例文の中断された第 1要素がiesacituであった可能性は低い｡
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の代名詞が指す内容を "念のため"第2要素で詳しく展開している｡

例文5-41 (LR.02.ll.2010)

(")vip菖 u印em 蓋o vibr豆ciiu,krasu vibr豆ciiu.
それ 吸収する一現3 この 振動一対 色一複属 振動一対

これはこの振動を､色の振動を吸収します｡

例文5-42 (LR.28.10.2011)

(‥)vip菖 nu izprot to situaciiu,lZprOt tis SaVaSiek詑1'assitu豆ciias
彼 助 理解する-現3 その 状況一対 理解する-現3 その 自分の 内面の 状況一複対

ar to notikumu.
関する その 出来事

彼はその状況を理解しているんです､この事件に関する自分の中での状況を理解しているんです｡

両要素が類義である言い直しもある｡例文5-43では､第 1要素 ｢小さい (指小形)｣から

第2要素 ｢小さい (指小形)レベル (指小形)にある｣に言い直されている｡

例文5-43 (LR.01.09.2010)

(..)tads pusaudzis,kuram ta lidzjdtibaun iejdtTba ir mazlna, 些 墨
そのような 思春期の子 関代 その 共感性 そして 感受性 be一現 3 小さい一指 小さい

血leni仔 (‥).
レベル一位一指

そういう､共感性や感受性が小さい (指小形)､小さい (指小形)レベル (指小形)にある思春期の子O

例文 5-44の第 1要素 ｢私の個人的経験からの｣は､より詳しい第2要素 ｢私が個人的に

経験した状況からの｣ で言い直されている｡

例文5-44 (LR.25.ll.2011)

(‥)ar loti daudziem plemeriem no manas person7gaspieredzes,no manas
を持った とても 多くの 例一複 から 私の 個人的な 経験 から 私の

_DerSOnTRiizd虎votam situ豆ciiam.
個人的に~ 経験する_受過 状況_複

非常にたくさんの､私の個人的経験からの､私が個人的に経験した状況からの例で｡

例文5-45の基動詞glab豆ties｢貯蔵､保存する｣と接頭辞動詞uzglab豆ties｢貯蔵､保存する｣

は 『標準語辞典』で類義語の説明がなされている (『標準語辞典』)が､ここでは隣接して
用いられている｡

例文5-45 (LR.25.03.2011)

T豆 sula var glabaties,uzglabatiesun sk豆bt.
その ジュース できる一現 3 保存する 保存する そして 発酵する

その (白樺)ジュースは保存できて､保存できて､発酵できる｡
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このような類義語の隣接した使用において､各語の弁別的な意味やニュアンスの差異が

あるかどうか､またあった場合にそれが何かを特定できたとしても､話者が第 1要素を打

ち消して言い直しているのか (狭い意味での言い直し)､または類義語を用いることで意味

を広めたり､逆に狭めたりしているのかの判断は難しい｡

類義の要素間の意味的関係を探るヒントとなりそうな並列の接続詞 un｢そして｣や vai

｢または｣が要素の間にあっても､類義の要素間に話者が何らかの意味的差異をもたらし

ているのかは､必ずしも明らかにはならないopardzTvot｢体験する｣とpiedzTvot｢経験する｣

は類義語であるが､例文5-46のように並列の接続詞で結ばれることもあれば､例文5-47の

ように結ばれないこともある｡

例文5-46 (LR.14.06.2010)

(..)svanTgi stastft par to,ko vipiir piedzTvoiu主iun p豆rdzTvoiuSi hj豆
重要である 語る ついて それ 関代 彼ら be一現3 経験する-能過 そして 体験する-能過 この

izrade(")
劇一位

彼らがこの劇の中で何を経験して､体験したのかを語ることは重要です｡

例文5-47 (LR.05.03.2010)

Re,kurir kautkas,kasir noticis, pard虎vots, 蜘 ts.
ほら 関代 be一現3 何か 関代 be一現3 起こる一能過 体験する-受過 経験する-受過

それこそが起きた､経験された､体験されたことなんです｡

『ラトヴィア語類義語辞典 (Latvie善usinonTmuv豆rdnTca)』によれば互いに類義語とされる

skaidri｢明確に｣とnep豆叩rOtami｢明確に (-誤解のないように)｣は例文5-48で､ilgs｢(時

間的に)長い｣とgar主｢(距離的に)長い｣は例文 5-49で用いられているo例文 5149の名

詞 m自主菖｢人生｣はメタファーにより時間的長さにも距離的長さにも捉えられるO

例文5-48 (LR.30.12.2008)

Ⅵ早amums!oti skaidriun neDarDrOtami,!oti godTgiarlT pasaka,k豆 mums
彼女 私達一与 とても 明快に そして 明確に とても 正直に も 言う-現3 いかに 私達一与

ir lab豆k.
be一現3 良い-比

彼女は我々がどうあるのがよいのかを､とても明快に､明確に､とても正直に話してくれます｡

例文5-49 (LR.10.12.2008)

VarbBtt豆da apzinata ilgo蓋an豆svai tieksme nodzTvotiespejami辿 un
多分 そのような 意識する一受過 求めること または 願い 生きる なるべく 長い-比 そして

等ar豆ku m白皇u.
長い-比 人生一対

なるべく畳と､真土さ人生を生きようと意識的に欲することとか願いだと思いますO
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接続詞 vaiには ｢または｣というAかBどちらかの選択を必要とする意味と､｢すなわち｣

というどちらの選択も可能である換言の意味があるo上の例文 5-49のilgo主anas｢求めるこ

と｣とtieksme｢願い｣や､例文5150のnovakare｢夕暮れ｣とpievakare｢夕暮れ｣のように､
要素が類義の場合接続詞vaiは換言の意味で､語が互いに置き換え可能であることを示す｡

例文5-50 (LR.13.10.2010)

(..)saul了te jau ir novakarevai p_!阜yaka噂,tad visitie Jaunienezkapec
太陽 すでに be一現3 夕暮れ一位 または 夕暮れ一位 すると 皆 その 若者 なぜか

S豆k dom融sav豆d豆k.
始める一現3 考える 違 う風に

太陽がもう夕暮れ時になると [-年をとると]､若かった者は皆､なぜか違う考えをし出すんですよね｡

要素間に接続詞､特に接続詞 unを挟む用例は言い直しかどうかの特定が難しいため､本

章では要素間に接続詞を挟まない用例を主に扱うこととする｡

第 2要素が第 1要素を打ち消さない場合には､5.2.4.1.で論じる言い直しの諸相の一つで
ある言い換えの側面が見られる｡例文5-51では ｢地元の｣ を表す形容詞 vie喝Sと借用語の

lokalsが隣接している.

例文5-51 (LR.06.12.2011)

Bet par 邑iemte vie嘩iem,lok豆叫iem tradTcijunesejiem?
しかし ついて これらの 地元の ローカルの 伝統一複属 担い幸一複

でもこの､地元の､ローカルな伝統の担い手は?

5.2.4. 言い直しの諸相

同義の､または類義の第 2要素により第 1要素を補うことも､広い意味での言い直しと

言える｡広い意味での言い直しは､第 1要素を第 2要素で等質に置き換える ｢言い換え｣

や､第 1要素に意味的に類似した第 2要素を添えることで､第 1要素に不足している情報

を加えたり､明確化する側面 (本章では ｢類義要素の追加｣と呼ぶ)を持っ ｡

5.2.4.1.言い換え

第 1要素を同一の概念を持つ第2要素で言い直す場合を言い換えとする｡

顕著な言い換えの例は､一方の要素が借用語､もう一方の要素がラトヴィア語本来の語

の場合である.要素の間にjeb｢つまり｣､proti｢つまり｣のような接続詞や､tak豆｢だから
その｣､teiksim ｢その､まあ｣などの説明的な語や表現がある場合､第2要素が第 1要秦の

言い換えであることが明示的に示される｡
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例文5-52 (LR.15.02.2011)

Tada strad豆菖ana ir D誠destruktiva,proti,I)a善iZnlTcino蓋乱
そのような 働くこと be一現3 自己破壊的な っまり 自己破壊的な

そのような働き方は､セルフデストラクテイヴ､つまり､自己破壊的です｡

例文5-53 (LR.16.06.2011)′ヽ
Siskungsir iem豆cTjies, teiksim, pats mened皇et jeb vadTt savu dzTvi.
この 方 be一現3 習得する一能過 助 自分で マネージメントする つまり 運営する 自分の 人生-対

この方は､言ってみればご自身で人生のマネージメント､つまり､蓮畳をマスターされているんです｡

例文5-54 (LR.26.04.2010)

TasapJOmSir loti limitets, nu tak豆 ierobe萱ots.
その 規模 be一現3 とても 制限する-受過 助 何というか 制限する-受過

その規模には大きなリミットがあるんです､何というかまあ､制限されているんです｡

借用語が第 1要素の場合､聞き手に理解されない可能性を配慮し､話者が説明を加えて

いると考えられる｡逆に借用語が第 2要素である場合には､単に借用語の使用のかっこよ

さのために敢えて添えているほか､同じ､またはほぼ同じ概念を持つ要素を添えることで

確実に意味を伝える効果がある｡借用語がどちらの要素に来ていても､聞き手が借用語を

理解していても､2つの要素により確実に意味を伝える話者の意図は変わらない｡

例文5-55 (LR.ll.03.2010)

NunevaJag to£latvie主us 卓ermanizet, V豆ciskot.
助 否一必要がある その ラトヴイア人一複対 ジャーマナイズする ドイツ人化する

そのラトヴイア人たちをジャーマナイズ､ドイツ人化する必要はないです｡

例文5-56 (LR.30.04.2010)

T豆 ir informaciias kode善ana, inform豆ciiasieraks鵬ana.
それ be一現3 情報-属 コー ド化 情報一属 記録すること

それは情報のコー ド化､情報の記録です｡

例文5-57 (LR.23.12.2010)

Redzes,cik komplicets,sare麺弛 bds jautajumsvai vestTjums.
見る一未3 どれだけ 複雑な 複雑な be-未3 質問 または メッセージ

どれだけコンプリケ-テイッドな､複雑な問題､メッセージなのかがわかるでしょう｡

例文5158 (LR.04.12.2008)

Tasir tak豆 t豆ds mazs kosmoss, minikosmoss.
それ be-現3 何というか そのような 小さい 宇宙 ミニ宇宙

それは小さな宇宙､ミニ宇宙のようなものなんです｡
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例文5-59の第 1要素は中断されているが､izpla仔ts｢流通した｣と推定される｡

例文5-59 (LR.ll.01.2011)

Ja ir k豆ds produkts,loti pla蓋iizT)1at-uu loti poDul豆rsprodukts.
もし be一現3 何らかの 製品 とても 広く とても 有名な 製品

例えば何か製品があって､すごく広く流#､すごくポピュラーな製品があれば｡

要素同士が類義でも一方の要素が文体的に中立で､もう一方の要素が文体的に有標であ

る場合もあるO例文5-60ではgreizsirdiba｢嫉妬｣と口語のapbはo主anassajdta｢悔しがること｣､

例文5-61ではdoma由na｢思うこと｣ と口語のfunktieris｢考え｣が隣接している.

例文 5-60 牡R.06.12.2011)

Un tas 了stenTb豆 ir vainatai 巳reizsirdTbai,teiksim tadai aDbはo蓋an豆S
そして それ 実際に be一現 3 罪 その 嫉妬心一与 いわば そのような 悔しがること-属

sa.Qlai.
気持ち一与

実際に原因となるのは､嫉妬心というか､そういう悔しい気持ちだ｡

例文 5-61 (LR,23.09.2011)

(..)katram cilvekam ir kautk豆dasava dom豆主ana,savs funktieriS,k豆pecvip喜
各 人一与 be一現3 何らかの 自分の 思うこと 自分の 考え なぜ 彼

dara vienas lietas un nedara kautk豆das citaslietas.
する一現3 ある こと一複対 そして 否-する一現3 何らかの 他の こと一複対

どうしてある事はやって､ある事はやらないのかについては､どの人にも何かしら自分の思うことが､旦

分の考えがあるんです｡

要素同士が類義語であり､要素間に言い換えを明示する語や表現がないと､説明的性格

が弱くなり､5.2.4.2.で扱 う類義要素の追加の現象に近くなる｡これは要素の一方が広く理
解され､説明する必要がない可能性がある借用語の場合にも当てはまるだろう｡

5.2.4.2.類義要素の追加

類義語や類似 した表現が隣接 し､尚且つ要素間に説明的な語や表現がなく､同じ概念や

近い概念で言い直すことを､本論文では類義要素の追加と呼ぶことにする｡

語嚢論の Lauaは語の類義性に関して､散文や詩における ｢類義語の密集 (blTvejums,ロ

シア語でuplotnenie)｣を論じている｡類義語の隣接では各類義語の細かいニュアンスが出る

としながらも､多くの場合は意味の強調や明確化の機能があるとしている (Laua1981,

201-204)｡文学作品のように時間をかけて練られた言葉ではなく､話された言葉でも同様の

強調や明確化などの機能があると考えられるが､その様相は異なると考えられる｡

話者の思考と発話が同時に行われている場合､類義要素の追加の現象は､発話の最中に
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思考が発展していく過程も示している｡なぜなら､発話の中で言い直しをしつつも､話者

は自身の思考の展開や細部の内容を修正しているからである｡

話者が自身の考えを一つの要素に制限して示し､冗長的な要素を排除することで､思考

や言語表現の明確性や簡潔性が得られる｡自身の考えを最初の要素だけでは表さずに (義

せずに)なるべく複数の要素で言い表すことは､話者が一語では自分の言いたいことを伝

えない (伝えられない)ことを意味している｡これは一方で､話者の思考自体の明確性の

欠如や､言語手段の選択の自信のなさの表れであるが､もう一方で､思考や言語表現の明

確性や簡潔性を目指さない (目指せない)こと-の "償いの行為"85でもあろう.話者本人

が必要と考える範囲で言語手段を複数用いることで､確実にコミュニケーションを成り立

たせようとする話者としての責任は果たされる｡そして複数の要素のうちどの要素が重要

なのか､または要素全体として重要なのかといった判断は､発話の受容者である聞き手に

最終的に委ねられることになる｡この点で､類義要素の追加は言い直しと同様に､話者と

聞き手の双方が関わる行為である｡以降､類義要素の追加の現象を見る｡

例文5-62の第 1要素はvaicajums｢聞くこと｣､第2要素はjautajums｢質問｣であるo

例文5-62 (LR.15.02.2011)′ヽ ■.-■
Seituzreizartvarbdt LaumasvalCaP ,jau嘩Im .
ここ すぐに も 多分 Lauma-属 聞くこと 質問

ここで早速Laumaが聞いていること､質問も紹介しましょうかね｡

例文5-63から例文5-65のように形容詞､例文5-66のように形容詞化した分詞､例文5-67

のように分詞が類義要素として追加されている例がある｡

例文5-63 (LR.25.ll.2011)

(.･)tu esi agresTvs, dusm時S,pukojies par to,kasviss notiek(･･).
君 be一現2単 アグレッシブな 怒っている 腹を立てている一現2単 ついて それ 関代 すべて 起きる一現3

あなたは攻撃的で､怒っていて､起きていることすべてに腹を立ててます｡

例文5一朗 什R.03.03.2011)

M由ikapati Jau ir dziednieciska,arstnieciska.
音楽 自分で 助 be一現3 治癒的な 療養的な

音楽はそれ自体治癒的､療養的です｡

例文5-65 (LR.30.12.2008)

(..)17dzarto t豆ka kofeins, kas turir sastava,lTdzarto vlpljQtas
それに なので カフェイン 関代 助 be一現3 成分一位 それに 彼ら 感 じる-現3

mo皇akj,modr豆ki,bet ta nav vISlem.
元気な一比 溌刺な一比 しかし そのように 否-be一現3 皆ヰ

85類義要素の追加はまた､発話中の間を埋めたり､似た概念の要素を畳みかけるなど､発話のテンポを維

持する役割を果たしているだろう｡
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それに､それ [コーヒー]に含まれているカフェインのおかげで､それに､彼らの気分はより元気で､よ

り溌刺になりますが､全員がそういうわけじゃないです｡

例文5-66 (LR.29.01.2009)

(-)katram cilvekamir says komplekss, ja, ja, komplektskompleksu, j豆,
各 人一与 be一現3 自分の コンプレックス はい はい セット コンプレックスー複 はい

savs 垣∃室垣,pleraStS.
自分の いつもの 慣れた

どんな人にもコンプレックス､そう､コンプレックスの塊があるもんですよ｡そう､お馴染みの､墨迭量

りのね｡

例文5-67 (LR.19.08.2010)

豊響 m 誌都 豊 聖聖賢 ST,V=am･慧 慧 viis<l晋 k譜 窓 ieadf誌過

pie krdma(..).
元で 苗

[トマ トの]実は完全に熟していなければ､成熟ヒていなければいけませんC実が成熟して一番おいしい

のは苗についている時点です｡

動詞では､以下のような類義要素の追加が観察される｡

例文5-68 (LR.17.06.2010)

Atliek tikaivlpu 軸 , uzturet.
残る一現3 だけ それ一対 維持する 管理する

後はそれ [夏の別荘]を維持､管理するだけだ｡

例文5-69 (LR.23.ll.2009)

Informacija netikaij豆mekle,jasamekle,jaatrod.
情報 否 だけ 探す一義 見つける一義 発見する一義

情報は探すだけではだめで､見つけなければいけない､発見しなければいけない｡

例文5-70では第 1要素 ｢発展しない｣に第2要素 ｢停滞する｣が､第 1要素 ｢仕事がな

い｣に第2要素 ｢失業がある｣が追加されている｡

例文5-70 (LR.30.05.2011)

Ekonomika neattistas, 宣垣g垣, nav darba,ir bezdarbs.
経済 否一発展する-現3 停滞する一現 3 否-be一現 3 仕事一属 be-現 3 失業

経済は発展しなくて､停滞しています､仕事がなくて､失業があります｡

同じ概念は追加により繰り返されるが､3つの要素を含むこともある｡例文5-71では ｢内

向きな性格｣が､副 詞の要素 1つと形容詞の要素 2つの計 3要素により示されている｡例
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文5-72でも ｢財政面での援助をする人｣が3つの要素にわたって示されている｡

例文5-71 (LR.17.06.2011)

Vi中主ir ciet sazlpal, Vi中主ir 地 aizv帥S.
彼 be一現 3 閉じられて コミュニケーションー与 彼 be一現 3 引きこもっている 閉ざされている

彼はコミュニケーションに対して閉ざされています､彼は引きこもっています､閉ざされています｡

例文5-72 (LR.22.09.2010)

Mums nay, teiksim,kautk豆dunoteiktu sporlSOru, 月nanse嘩u,atbalstR*.
私達-与 否Ibe-現 3 助 何らかの 特定の スポンサーー複属 援助者-複属 支援者一複属

私たちにはその､決まったスポンサー､援助者､支援者っていうのはいないんです｡

意味の研究で類義語を扱う場合にも問題になるが､ここでも 2つの語や表現が全く同じ

意味内容を指すのかという問題が生じる｡例えば要素間で意味の範囲が異なる場合には､

類義語の範囲の中での具体化や一般化が確認されるo

例文5-73では､より意味が広い第 1要素のatbalsts｢支援｣に対してより意味の狭い第2

要素のpabalsts｢手当｣が添えられることで､第 1要素が具体化されている｡

例文5-73 (LR.26.ll.2009)

Vipi nekad no neviena nav gaidiju主i nekadus atbalstus,pabalstus.
彼ら 決 して から 誰一人 否-be一現3 待つ一能過 いかなる 支援-複対 手当一複対

彼ら [芸術家]は決して誰からも､いかなる真壁､圭豊も期待したことがないんです｡

逆に例文5-74の第 1要素のperson了bas｢有名な人々｣により意味が広い第2要素のcilveki

｢人々｣が髄えられることで､第 1要素が一般化されている.

例文5-74 (LR.06.12.2011)

(..)cilveki(=)mekle tie蓋i 邑oste unik豆los DerSOnTbas,蓋oste unikalos cilvekus.
人一複 探す-現3 まさに これらの 類を見ない 有名人一複対 これらの 類を見ない 人々一複対

人々が探しているのはまさにこういった類を見ない有名な人達､こういった類を見ない人達なんです｡

2つの要素が類義語とみなされない場合でも､文脈の中では類義語や類義表現として機能

していると解釈できることもあるo例えばparbaudTt｢確認する｣とpier豆dit｢証明する｣は
例文5-75の文脈では類義語である｡

例文5-75 (LR.19.08.2011)

(･･)holesterTnu paze,mino菖adarbTba ir parbaudTtaa, pier豆dita !Oti daudzos
コレステリンーkr 低める一能現 活動 be一現 3-確かめる受 過 証明する一受過′ とても たくさんの

petijumos.
研究一複位

[椎茸の]コレステリンを低下させる活動はとても多くの研究で確認､証明されています｡
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片方の要素に借用語を含む例文5-76と例文5-77も､文脈の中ではその位置 (隣接)ゆえ

に類義語として機能している｡

例文5-76 (LR.21.08.2011)

Parasti Ja Cilveks melo, tad ir kautk豆da t豆k豆 nesimetr軸,
普通 もし 人 嘘をつく一現3 すると be一現3 何か 何というか 非対称

nesavietoiums.kano vienas Fusesessmaidu, bet man loti raust豆s kaja,ja.
否一配列 従 から 一つの 方 私 笑う-現 1単 しかし 私一与 とても 震える一現3 足 はい

人が普通嘘をつくときには遊里塾みたいな､華鮭と上_て旦_〕ない状嘩みたいなものがあるんですO顔は笑っ

ているけど､足は震えているなんてこともありますし｡

例文5-77 (LR.02.09.2011)

Latvija cilvekiem pavaic豆 atbildet uz jautajumiem,(..)tad Latvija dabd
ラトゲィア一位 人々一複与 質問する一現3 答える - 質問一複 すると ラトヴィア 得る一現3

tadas vis13arSteidzo施kassakarlTbas,vist)arsteidzo菖豆kaskorelaciias,Ja.
そのような 驚くべき一最 関連性一複 驚くべき一最 相関性-複 はい

ラトヴィアの人々に質問をして答えを聞いてみると､ラトゲイア [の人々の答え]は最も驚くほど関連性

が､最も驚くほど相関性があるんですよね｡

5.2.4.3.本論文で扱う言い直しの整理

本章で取り上げる言い直しは､言い間違いの訂正だけでなく､言い換えや類義要素の追

加といった諸相も持つ現象と広く理解する｡ここで､本章で扱 う言い直しの概念を整理す

る｡

第 1要素が文法的 ･意味的に無効 -言い間違いの訂正 (狭い意味での言い直し)

第 1要素が文法的 ･意味的に有効

･第2要素が相対的に適していると判断できる

･第2要素が相対的に適しているかの判断が難しい

- (要素は等質)言い換え

- (要素は類義)類義要素の追加

第 1要素が文法的 ･意味的に無効か有効であるか､第 2要素と比べて第 1要素が相対的

に有効であるか､類義要素が実際の文脈において完全な同義であるかの絶対的な判断が可

能ではないことから､5.2.4.1.と 5.2.4.2.で説明した言い換えと類義要素の追加は､広い意味

での言い直しが持つ諸相として連続的に捉えることとする｡しかし､広い意味での言い直

しに見られる多様な諸相のどの側面においても､話者が聞き手-のより良い理解を求めて

行 う言語行為であることに変わりはない｡
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5.3. 言い直しにおける接頭辞動詞

広い意味での言い直しにおける語形成関係の顕在化を､本章の初めに挙げた接頭辞動詞

の語形成関係の顕在化のパターンである､基動詞と接頭辞動詞 (5.3.I.)､同じ接頭辞を持つ

異なる基動詞 (5.3.2.)､異なる接頭辞を持っ同じ基動詞 (5.3.3.)ごとに考察する｡

ラジオ番組ではそれぞれのパターンに 24件､37件､33件の用例を見つけた｡本論文で

はその一部を挙げる｡

5.3.1. 基動詞と接頭辞動詞の言い直し

接頭辞は主にアスペクト的意味､時間的意味において基動詞を修正することから､接頭

辞動詞が関与する言い直しには､アスペクト的意味の言い直し (5.3.1.1.)と空間的意味

(5.3.1.2.)の言い直しがある｡

5.3.1.1. アスペクト的意味の言い直し

第 1要素が無接頭辞動詞､第2要素が接頭辞動詞の例は計20件あった｡

対立アスペクトの言い直しでは､まず IPFVからpFV-の言い直しがある｡第 2要素に

より動作を-まとまりに捉え直したり､具体化をしている｡例文 5-79では借用語の動詞

prognozet｢予測する｣が中断され､pFVのno-動詞で言い直されている.

例文5-78 (LR.22.ll.2010)

Otrs ir artpa菖iem iedzTvotajumiem,iedzTvotajiem peeiespejasintensTvak
もうーっ be一現3 も 自身一複与 住民一複与 できるだけ 集中的に一比

interesetiespar to,ko tag cilveksir re豆li dzive 里堅旦担, paVeicis(..).
関心を持つ ついて それ 関代 その 人 be一現3 実際に 人生一位 する一能過 する一能過

もう一つは､#住民達が､その人が何を実際にしてきたのか､したのかについてもっと関心を持っことで

す｡

例文5-79 (LR.07.01.2010)

Astrologstagad 陛 nOPrO印OZeSj亘,kadgaidamstan .
占星学者 今 予測する一乗3 はい 従 待つ一受現 それ一与

占星学者は何が起こるかをこれから予#､予測するでしょうね｡

逆に､PFV からIPFV-の言い直しもある｡この場合は第2要素により動作が一般化され

たり､プロセスに重点が置かれる｡

例文5-80 (LR.ll.02.2011)

San豆k turcik to gudrucilveku,Jau nObalso, par to balso.
集まって来る一現3 助 どれだけ その 賢い 人一複 助 投票する一現3 賛成して それ 投票する-現3
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賢い人なんかがたくさん集まって投票をします､賛成の投票をします0

例文5-81 (LR.30.05.2011)

Es neatpemu citiem cilvekiem iespeju lZPauSt,P旦些!art savu savu savu savus
私 否-奪う-現1単 他の 人一複与 可能性一対 表明する 示す も 自分の 自分の 自分の 自分の

k豆dus personiskuslemumus.
何らかの 個人的な 決定一複対

他の人達が自分の､自分の､自分の､自分の個人的決断を表明する､示す機会を私は奪いません｡

両要素がアスペクト対立を成すものの､慣用でより頻度が高い第 2要素による言い直し

がある｡例文5-82のkristalizeties｢結晶となる､確かなものになる｣と対応のPFVの接頭辞

動詞 izkristalizetiesは､『新聞図書館』の件数で前者が443件､後者が3706件と圧倒的に後

者の接頭辞動詞の方が多い (最終確認日:2012年 8月2日)｡ここでの言い直しの原因は第

1要素の使用頻度の低さと考えられる｡

例文5-82 (LR.31.08.2010)

(..)man ir tas kri-izkristalizeiies,k豆 tas notiksies.
私-与 be一現3 それ 確立する-能過 いかに それ 起こる-未3

それがどのように起きるか [の理解]は私には確#､確立しています｡

例文 5-83(-例文 3-39)には､言語文化論で批判される余剰な pFV化の接頭辞がある｡

no-動詞の言い直しの原因は､言語文化論の批判や第 1要素の使用頻度の低さである｡

例文5-83 (LR.05.03.2010)

(..)iespejams,ka vipas 蓋obfTd sa-noaktuali- aktualizeju蓋鮎,ja?
可能性がある 従 それ-複 現在 顕在化する一能過 はい

おそらくそれら [夢を見ることの価値]は現在#､顕#､顕在化してきていますよねC

動詞pazTtはIPFVの意味で｢知っている｣､PFVの意味で｢気づく｣だが､接頭辞動詞atpazit

はPFVの意味 ｢気づく｣しかないo例文5-84では受動現在分詞pazTstams｢知られた｣から

atpaITstams｢識別できる､有名な｣-の言い直しが行われているが､形容詞化されているこ

れらの受動現在分詞の場合､アスペクト対立は中和されている｡

例文5-84 (LR.17.ll.2010)

Tev pagam bija tads atklajums,cik, cik nopietnainstitdcija tutada
君-与 自身一与 be一過3 そのような 驚き どれだけ どれだけ 真面目な 機関一位 君 そのような

担塾 att)azTstamaiaesi iestajjes?
そのような 知られた be一現2単 入学する一能過

あれだけ真面目な､ああに知られ#､互亀虫教育機関-の入学は､自分でもかなりの驚きだらたんじゃな

い?
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対立アスペクト以外のアスペクト的意味の言い直しでは､以下のような例があるO

まず IPFVの基動詞から縮減アスペクトのpa一動詞-の言い直しがあった｡

例文5-85 (LR.30.12.2010)

MesskatTsimleS,PaSkatTsimiesuzto lePriekgejogadu.
私達 見る一未 1複 見る一未 1複 - その 前年の 年

前年を見ていきましょう､見てみましょう｡

例文5-86 (LR.14.06.2010)

(‥)vi中主tagad 唾 二 uu PaStastTs.
彼 今 語る一未 3 語る一未 3

彼が今話#､話をしてくれます｡

例文5187では､基動詞gribet｢したい｣が､突然性を表す接頭辞sa-と自発の意味の再帰

要素が付加された接頭辞動詞sagribeties｢したくなる｣に言い直され､突然性や自発の意味

が示されている｡接頭辞動詞が意味上の主語を経験主を示す与格で要求することから､人

称代名詞 ｢私｣も主格esから与格manに言い直されている｡

例文5-87 (LR.04.10.2010)

Tatades g由!担, man Ioti sagribas macTties.
なので 私は したい一現 1単 私一与 とても したくなる一現3 勉強する

なので私は勉強したい､とても勉強したくなる気分なのだ｡

例文 5-88では､基動詞 kapmit｢満たす｣ が客体の多さの意味の接頭辞 sa-が付加された

sak豆pin融｢(たくさん)満たす｣により言い直され､動作の高い集中性が明確化されている｡

例文5-88 (LR.22.01.2010)

Bet Ja tO PaSniedz atbilsto蓋豆tonalit融e,nutadu 蛤pin亘ttI PatPatPat
Lかし もし それ一対 与える一現 3 相応の トーン一位 助 そのような 満たす一受過 さえ さえ さえ

parak sak申inatu saturu(‥).
あまりに たくさん満たす一受過 内容一対

でももしそれ [お世辞]を相応のトーンで､その､選巳､あまりに盛上ユ内容を言ったとしたらO

例文5-89でも､第 1要素に基動詞domat｢考える｣､第2要素に接頭辞pie-が付加された

接頭辞動詞piedomat｢よく考える｣が用いられ､動作の高い集中性が明確化されているo

例文5-89 (LR.17.06.2010)

Pirmais solisJaukonstruejot,t泊vejot 喜O-eku ir j豆dom豆,japiedoTn尋 ple t豆,
最初の 歩 助 建設する一副 建てる一副 この 建物一対 be一現 3 考える一義 よく考える一義 元で それ

k豆 蓋o koku pasargatno Gdens.
いかに この 木一対 守る から 水
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この建物を建設する際の､建てる際の第一歩は､この木を自らどのように守るかを重量互､よく董皇旦 こ

とです｡

逆に例文5-90では､p豆rzjnat｢よく知っている｣とzinat｢知っている｣から派生した行為

者名詞p豆rzin融aji｢よく知っている人達｣からzinataji｢知っている人達｣の言い直しで､動

作の集中性が弱まっている｡

例文5-90 (LR.17.03.2010)

Vipitad, kad nobeidz baleta skolu, ir jau art labi mGsdienudejas
彼ら その時 時 終える一現3 バレエ-属 学校一対 be一現3 すでに も よい 現代の 舞踊一属

p豆rzina- pa-zin豆t*.
よく知っている 知っている人一複

彼らがバレエ学校を卒業するときには､すでに良い現代舞踊を精通#､#､知っている人になっています｡

5.3.1.2.空間的意味の言い直し

空間的意味の言い直しの用例は 4件あった｡どの用例でも第 2要素は接頭辞動詞であっ

た｡意味的には第 1要素でも十分であるが､第 2要素の接頭辞動詞でその動作の空間性が

明確化される｡

例文5-91では､第 1要素の基動詞saistfties｢関わる｣が接頭辞sa-｢共｣を持つ第2要素

のsasaistTties｢結びつく｣に言い直されている｡

例文5-91 (LR.28.09.2010)

Tas量重量塾, sasaistas armGsu 主odienas raidTjumatematu.
それ 関わる-現 1単 結びつく一現 1単 と 私達一属 今日一属 番組一属 丁-マ

それは我々の今日の番組のテーマと関わっています､結びついています｡

同様に例文5192では基動詞SaiS仔t｢関連させる｣が接頭辞pie-｢接｣を持っPiesaistTt｢引

き付ける､結び寄せる｣の能動現在分詞 (最上級)に言い直されている｡ここでも空間的

意味が付加された第2要素により､空間的意味が明確化されている｡

例文5-92 (LR.18.04.2010)

(..)kasLiepaja ir vissaisto菖豆kais, vist)iesaisto施kais cilvekiem?
何 Liepaja一位 be一現3 結ぶ一能現一最 結び寄せる-能現一最 人-複与

人々にとってLiepajaで最も [人を]結ぶもの､最も [人を]結び寄せるものは何でしょう?

アスペクト的意味と空間的意味の両方の言い直し計 24件のうち､第 1要素が基動詞で､

第2要素が接頭辞動詞の用例は計20件､第 1要素が接頭辞動詞で､第2要素が基動詞の用

例は計 4件であった｡このことから基動詞と接頭辞動詞が関わる言い直しでは､接頭辞を
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後から付加することの方が多いことがわかる｡第 2要素で付加される接頭辞によって意味

の拡大よりも縮小がより多く見られ､接頭辞による意味の明確化の機能が示される｡

5.3.2.同じ接頭辞を持つ異なる基動詞の言い直し

同じ接頭辞を持つ異なる基動詞の隣接は､3.4.で論じた接頭辞クリップである｡接頭辞ク

リップは､テキスト内や発話内の近い文脈､話者による語の説明など自然言語のコミュニ

ケーションや､辞書記述といったメタ言語においても観察されるが､言い直しにおいても

観察される｡言い直しの要素間には接頭辞が共通し､基動詞が言い直されている｡

狭い意味での言い直しには､音声的類似が原因の言い間違いの訂正が 1件あった｡例文

5-93の空間的意味 ｢付｣の接頭辞pie-が付加された接頭辞動詞pieskan｢見張る｣とPieskaitit

｢数え足す｣(基動詞skatft｢見る｣とskaitft｢数える｣)は､全く異なる意味の動詞であるo

例文5-93 (LR.15.02.2011)

Darbsnakts laik豆tiek I)ieskatits pie, 1)ieskaitTts pietiem fiktoriem,kuriatrak
仕事 夜一属 時一位 受一現 3 見張る一受過 元で 数える一受過 元で その 要因一複 関代 速く-比

lZSauC izdeg菖anu.
引き起こす一現3燃え尽きること一対

夜にする仕事は､燃え尽き症候群を早く引き起こす要因に見張られています､数えられます｡

同じ接頭辞を持つ異なる基動詞は､第 1要素が中断された言い直しにおいても見られる｡

第 1要素の語の第一音節である接頭辞部分は第 2要素でも実現し､基動詞のみが要素間で

異なる｡

例文5-94では中断した第 1要素がpajautat｢聞く｣と推定され､第2要素はpal晦t｢頼む｣
である｡どちらの基動詞jaut融 ｢聞く｣も1吋 ｢頼む｣ も発話に関する動詞であり､接頭辞
pa-は具体的な一回の動作を示す｡ ｢聞く｣よりも ｢頼む｣ということで丁寧な表現となる｡

例文5-94 (LR.08.12.2010)

Esgribetu zinat t豆du lietu, 由 = 幽 jums.
私 したい一願 知っている そのような こと一対 頼む あなた一与

こういうことを知りたくて､あなたに聞#､お願いしたいのですが｡

空間的意味の接頭辞が要素間に共通し､移動の様態の言い直しが行われている例がある｡

例文 5-95の中断した第 1要素 (推定)san豆ku蓋i｢集まって来る (能動過去分詞)｣は､第 2

要素 S?brauku菖i｢集まって行く (能動過去分詞)｣で言い直されている｡第 1要素の基動詞

n証t｢来る｣と第2要素の基動詞braukt｢行く｣では移動の様態が言い直されているが､接

頭辞sa-が示す動作の主体の多さや ｢共｣｢集｣という空間的意味は変わらない｡
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例文5-95 (LR.19.12.2008)

Domajam,tur san豆-sabrauku善i bija kadiparis佃ksto蓋し
思う一現 1複 そこに 集まって行く一能過 be一過3 大体 2,3 1000⊥複

そこに集まって来#､集まったのは大体2-3000人だと思います｡

例文5-96の推定される第 1要素はieiet｢入る｣である.両要素は基動詞 iet｢行く｣とkapt

｢上る､浸かっていく､ゆっくり歩く｣に空間的意味 ｢中｣の接頭辞 ie-が付加された動詞

である｡動作の方向は水の中のため､話者は推定される第 1要素ieiet｢入る｣を中断し､｢中｣

という方向性は変えないまま､第2要素iekapt｢中に浸かる｣で言い直しているO

例文5-96 (LR.29.ll.2010)

Problemair ta, ka cilveki sauna pasild豆S, un vi中主 Jau
問題 be一現3 そのような 従 人一複 サウナ一位 少し温まる一現3 そして 彼 すでに

nevar tani ves豆 缶deni虫垂=麹 .
香-できる一現3 その 冷たい 水一位 入る 浸かる

問題なのは､人がサウナで温まってしまうと､冷たい水の中に入#､浸かるができないことなんです｡

例文5-97では､推定される第 1要素 ielikt｢中に入れる｣が中断され､第2要素ieklik碓in豆t

｢(中に)クリックする｣で言い直されているO基動詞は Iikt｢置く｣ とklik*inat｢クリッ

クをする｣である.話者は第2要素の ｢クリックする｣と事実上同じ意味の表現ieliktkeksiti

｢バツ印をつける｣を使おうとしたと推定されるが､第 1要素を言いきらずに別の表現の

第 2要素で言い直している｡言い直しをしても､動作が示す空間的意味 ｢中｣ は接頭辞 ie一

により残っている｡

例文5-97 (LR.04.02.2011)

Jo fiktiskimes辿垂』 ieklik蓋世inam, kames gribam to to veidu,
なぜなら 事実上 私達 クリックする一現 1複 従 私 したい一現 1複 その その 方法-対

kas ir neatmaksajams.
関代 be一現3 否一返金する一受過

[ホームページでの買い物について]なぜなら事実上私達は､返金のない方法がいいという方に里庄且､

クリックします｡

言い換えを明らかに示す接続詞jeb｢つまり｣を挟む形で同じ接頭辞を持った異なる基動

詞が用いられることもある｡ここでは形式的意味の接頭辞 uz-(元の空間的意味 ｢上｣)が

両要素 (基動詞 t泊vet｢建てる｣とcelt｢建てる｣)に共通しているo

例文5-98 (LR.10.12.2008)

(")padomjulaik豆tur bija blakus uzb白vetajeb uzcelta, tGITtlieto菖u 皇argona
ソ連の 時一位 そこで be一過3 そばに 建てる-受過 つまり 建てる一受過 すぐに使う一未 1単 隠語一属

vardu,畠erevDa ar maZ豆m t泊di申m(..).
言葉一対 村 (ロシア語) を持った 小さな 掘っ立て小屋一複一指
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ソ連時代､隠語を使わせてもらうと､小さな掘っ立て小屋が連なる "ヂェレ-ヴニヤ"[ロシア語で ｢村｣]

が近くに建築されました､建てられました｡

同じ接頭辞を持つ異なる基動詞は類義要素の追加でも見られる｡例文5-99では第 1要素

sapemties｢一念発起する｣(基動詞 qemt｢取る｣+再帰要素)が第2要素saaktivizeties｢ア

クティブになる｣(基動詞 aktivizet｢アクティブにする｣+再帰要素)に追加されているo

接頭辞sa-はどちらの要素でも ｢心的動作の開始｣を意味する｡

例文5-99 (LR.22.ll.2010)

(‥)mumsvienk豆rSiir J舶apemaも iasaaktivizeias.
私達一与 単に be一現3 一念発起する一義 アクティブになる一義

我々はただ一念発起をするべきです､アクティブになるべきです｡

例文5-100の第1要素はp豆rskatft｢再検討する｣(基動詞skatit｢見る｣)､第2要素はp豆ranalizet

｢再分析する｣(基動詞analizet｢分析する｣)であり､どちらの要素でも接頭辞p豆r-が ｢再｣

を示す｡

例文5-100 (LR.20.01.2009)

(-)kautk豆d豆veid豆 japarskata, i豆申ranalizesava situ豆cija.
何らかの 方位一位 再検討する一義 再分析する一義 自分 状況

何とかして自身の状況を再検討､再分析しなければいけません｡

例文 5-101では､第 1要素が pam韓in豆t｢試す｣(基動詞 m韓in豆t｢試す｣)､第 2要素が

paeksperimentet｢実験する｣(基動詞 eksperimentet｢分析する｣)であり､どちらの要素でも

接頭辞pa-は一回の動作や ｢してみる｣という試みの動作を示す｡

例文51101 (LR.22.ll.2010)

(")1ai cilvekivaretu pam軸 paeksperimentet?
ために 人一複 できる一顧 試す 実験する

人々が試してみたり､実験してみることができるように｡

例文5-102では､借用語のno一動詞noharmonizet｢調和させる｣とラトヴイア語起源のno一

動詞nolidzsvarot｢バランスを取る｣が隣接している.接頭辞nO-は基動詞harmonizet｢調和

させる｣ と1Tdzsvarot｢バランスを取る｣にPFVの意味を共に与えている｡

例文5-102 (LR.31,01.2011)

E蜘 m loti bie蓋i ir t豆da ipa許ba:kad vainu vlpaS PaZemina asinsspiedienu
油-複与 とても よく be-現 そのような 特徴 時 一方で それ一複 低める一現 血圧一対

vai paaugstina,Vardu sakot,noharmonize, nolTdzsvaro.
もしくは 高める-現 語一対 言う一副 NO一調和させる一現 NO-バランスを取る-堤
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油にはこういう特徴がよくあるんです｡血圧を低めたり高めたりして､つまり､調和させるんです､三三三

ンスをとるんですo

例文5-103のno一動詞 noskalot｢すすぎ流す｣とnomazg豆t｢洗い流す｣は隣接し､接頭辞

nO-が空間的意味 ｢除｣で基動詞 skalot｢すすぐ｣ とmazgat｢洗う｣を共に意味修正してい

る｡

例文5-103 (LR.07.06.2011)

Un arTmikroorganismi bBs noskaloti, nomaz申ti un auglisbds edams.
そして も 微生物一複 be一過3 すすぎ流す一受過 洗い流す一受過 そして 実 be一現3 食べる一受現

それに微生物もすすぎ流されて､洗い流されて､実は食べられます｡

以下の用例でも､両要素は完全に類義または類義であり､基動詞の意味も接頭辞の意味

も要素間で共通している｡

piekonektet｢コネクトする｣とpieslegties｢接続する｣

接頭辞pie-｢接｣ 基動詞konektet｢コネクトする｣とS)egties｢閉じる｣

例文5-104 (LR.10.05.2011)

(･･)tu esi zen bezvada仔kla, respektfvi,Piekonekte, pjesledzies bezvada
君 be一現2単 下に 無線の 網 したがって コネクトする一現2単 接続する一現2単 無線の
tTklam k豆dam.
ネットワークー与 何らかの

無線ネットワーク上にいる､つまり何かの無線ネットワークにコネクト､接続していることになります｡

apkl豆t｢周りに被せる｣と叩Segt｢周りを覆う｣

接頭辞ap-｢周､表面｣ 基動詞kl豆t｢被せる｣とsegt｢覆う｣

例文5-105 (LR.26.ll.2009)

Viss ir apseg担, apklats.
すべて be一現3被せる一受過 覆う一受過

[窯の]全体は被せられています､覆われています｡

pabarot｢満足に養う｣とpaedinat｢満足に食べさせる｣

接頭辞pa-｢満足｣ 基動詞barot｢養う｣とedin豆t｢食べさせる｣

例文5-106 (LR.21.04.2011)

Mes varetu daudzko pa=nu Pabarot, paedinat pasaule.
私達 できる一願 たくさんのこと一対 助 満足に食べさせる 満足に食べさせる 世界一位

私達は世界のたくさんの人をちゃんと養ってあげる､ちゃんと食べさせてあげることができるでしょう｡

parun豆ties｢ちょっと話し合う｣ pakomunicet｢ちょっと交流する｣

接頭辞pa-｢少し｣ 基動詞runaties｢話し合う｣とkomunicet｢交流する｣

218

Do
ct
or
al 
Th
es
is 
(T
ok
yo
 U
ni
ve
rs
ity
 o
f F
or
ei
gn
 S
tu
di
es
)

東京外国語大学博士学位論文　Doctoral thesis (Tokyo University of Foreign Studies)



例文5-107 (LR.03.09.2010)

Jaunie蓋iem bija iespeja dzITve redzet
若者一複与 be一過 3 可能性 生活一位 見る

Dakomunicet.
pA一変流する

豆rzemniekus,parunaties
外国人一複対 PA一話し合う ■ノ

me.pl
ら
.Ⅵ
彼

打

と

若者たちにとっては外国人に生で会って､彼らと話し､コミュニケーションをするいい機会でした｡

izlocTties｢避ける｣とizvairTties｢避ける｣

接頭辞iz-｢出｣ 基動詞locTties｢曲がる｣ とvaiTlties｢避ける｣

例文51108 什R.06.10.2010)

Nu taja brTdT jau mes anTredzam, ka sakas daZadasturizloci喜anas,
助 その 時一位 すでに 私達 も 見える一現 1複 従 始まる一現3 様々な 助 避けること

izvair詣anas(..).
避けること

そういう時にはもう､皆嫌がったり､避けたりし始めるんですよね｡

sakarseties｢熱くなる｣と sasildTties｢温まる｣

接頭辞sa一 形式的意味の接頭辞 基動詞karseties｢熱くなる｣とsildTties｢温まる｣

例文5-109 (LR.29.ll.2010)

Tapecmes k豆rtTgisakarseiamies,sasildamies,un tad o唱anismam pa菖am ir
なので 私達 十分に 熱くなる一現 1複 温まる-現 1複 そして では 体一与 自体 be一現3●_
prasTba,tapec 主is zin豆mak豆rtTba- divastrisreizessasildTties,Ja,uZ tam lavigam,
要求 なので この 一定の 順番 2 3 回 温まる はい 上に その 腰掛け板-複

un tikaitad, j豆, tanives豆 正deni.
そして だけ その時 はい その 冷たい 水一位

[サウナについて]なので私たちは十分に熱くなりましょう､温まりましょう｡体もそれを要求してます｡

だから2,3回その腰掛け板の上で温まってから､初めてその冷たい水に入る､つていう順番があるんです｡

sadzirdet｢(意識しないで)聞き取る｣とsaklausit｢(意識して)聞き取る｣

接頭辞sa-｢鋭敏な感覚｣ 基動詞dzirdet｢耳にする｣とklausit｢聞く｣

例文5-110 (LR.03.03.2011)

Katrscilveksir spejigs sadzirdet,saklausTt.
各 人 be-現3 能力がある 聞き取る 聞き取る

どんな人も何かを (意識しないで)聞き取る､(意識して)聞き取る能力があります｡

ier晦t｢発酵し始める｣ iesk弘t｢すえ始める｣ どちらも転義で ｢機嫌が悪くなる｣

接頭辞ie-｢動作の開始｣ 基動詞ragt｢発酵する｣とsk弛t｢すえる｣

例文5-Ill (LR.28.01.2010)

Jo tTrit豆se蓋ot un kritizejot, numes t豆ier晦stam, ieskabstam.
なぜなら 単に 助 座っている掘り そして 批判する一副 助 私達 助 発酵し始める一現 l複 すえ始める一現 1複

何もしないで批判ばかりしていては､我々の機嫌が悪くなる､損なわれるだけなんです｡

同じ接頭辞が要素間に共通していることで､本来は類義語とはみなされないような語が
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類義語に近くなることがある｡例えば､白鳥研究者が白鳥を｢輪付けする｣(基動詞gredzenot)

することは必然的に ｢捕獲する｣(基動詞 kert)ことになるが､本来は明らかに別々の概念

である｡しかし要素同士が隣接 (統語的に最も近い距離に位置)して文の他の成分に対し

て同様の役割を果たしているという統語的な理由と､要素間に接頭辞 sa-｢主体や客体の多

さ｣ が共通するという形式的 ･意味的理由により､例文 5-112では､S喝redzenot｢(たくさ

ん)輸付けする｣とsakert｢(たくさん)捕獲する｣は類義語と見なすことができるO

例文5-112 (LR.22.09.2010)

Manjasaskaita,Vai ir Jau pari tQkstoti vai aptQkstoti,bet jebkur豆 gadijum豆
私一与 数える一義 か be一現3 すでに以上 1000 または 約 1000 しかし いかなる 場合一位

simtiem Jau Vlglir saEredzenoti, 由垣由.
100-複具 助 彼ら be-現3 輪付けする-受過 捕獲する一受過

千以上か千くらいかは数えなければいけないですけど､どちらにせよ数百羽は鞄吐けされてますね､堕堕

されてますね｡

一方の要素は接頭辞動詞だが､もう一方の要素が借用語の接頭辞を持つ例もある｡一方

の要素が借用語であることから､例文5-113は言い換えにも類義要素の追加にも捉えられる｡

p豆rbGvet｢再建する｣ とrekonstruet｢再建する｣

接頭辞par-｢再｣re-｢再｣ 基動詞bdvet｢建てる｣とkonstruet｢建てる｣

例文5-113 (LR.02.06.2010)

(‥)viDaS ir !泊rbQvetas, rekonstruetas.
それら be一現3 再建する一受過 再建する一受過

それら [城と屋敷]は再建されています､再建されていますo

接頭辞クリップの関係にある接頭辞動詞の言い直しには､言い換えや類義要素の追加の

側面が強い｡ここでの接頭辞は第 1要素と､第 1要素の意味を実質繰り返すことで確実に

意味を伝える第2要素を共通の意味で結びつける役割を果たしている0

5.3.3.異なる接頭辞を持っ同じ基動詞の言い直し

異なる接頭辞を持つ同じ基動詞の言い直しでは､アスペクト的意味の言い直しや､空間

的意味とアスペクト的意味の言い直しが見られる｡

例文5-114は､対立アスペクトのPFVから縮減アスペクト-の言い直しである｡第 1要

素のizlasTt｢読み終える｣は中断され､第2要素のpalasit｢少し読む｣に言い直されている｡
民謡を読み切らなくても､少し読むだけで必要な答えを見つけることができる､と話者は

述べている｡
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例文5-114 (LR.ll.ll.2010)

土星ヒ幽 ,ja, teiksim,tautasdziesmas,mes pattie邑ivaram atrast 前s atbildes･
pA一読む一副 はい 助 民謡一複対 私達 さえ まさに できる-現 1複 見つける この 答え-複対

民謡を読み終#､読んでみると､私達はまさにこの答えを見つけることができるんです｡

例文5-115と例文5-116は､本論文筆者が聞いた用例である｡どちらの用例も親から子供

に対する命令形で､第 1要素は形式的意味の接頭辞を持っPFVの動詞､第2要素は縮減ア

スペクトを示すpa一動詞である｡

例文5-115 (本論文筆者が聞いた例)

!旦虫垣, 幽 man roku!
与える一命2単 pA一与える一命2単 私一与 手-対

手貸して､貸してごらん｡

例文5-116 (本論文筆者が聞いた例)

UzzTme, pazime kautko!
描く一命2単 pA一命2単 何か一対

なんか描いて､描いてごらん｡

例文51117の第 1要素はnogurt｢疲れる｣､第2要素はsagurt｢少し疲れる (口語的)｣で

ある0第2要素により､疲れが軽いことが付け加えられているoLかし慣用では基動詞 gurt

｢疲れる｣ではなくもっぱら接頭辞動詞のnogurtが用いられる｡そのため､この例文は5.3.1.

で論じた基動詞と接頭辞動詞の語形成関係に近く､接頭辞を変えるというよりも接頭辞を

付加して程度の軽さを示している､と解釈できる｡

例文5-117 (LR.29.ll.2010)

(..)vi中主 ngggrSt, SagurSt, SaP了ts, viD菖 neko
彼 疲れる一現3 やや疲れる一現 3 ふらふらした 彼 何も一対

彼は疲れて､ちょっと疲れちやって､ふらふらで､特に何もしません｡

Tpa善i turnedara(..)
特に 助 否-する一現 3

例文5-118は､saspiestroku｢(挨拶で)手を握る｣と類義のpaspiestrokuの言い直しの例

である (『標準語辞典』)｡なぜ話者はここでsa-動詞を言いきらずにpa一動詞を用いたのかは
定かではないが､縮減アスペクトでもあるpa-動詞を選んだと考えられる｡

例文5-118 (LR.28.10.2010)

Ja tuieeJ k豆danukadakomp豆nija,kurir gand豆mas,gan
もし 君 入る一現2単 何か 助 何か 仲間一位 関代 be-現 3 も 淑女一複 も

t豆tad ar kunglem ir skaidrs, sveiki,S耶pief-paspiehm
それでは 対して 紳士 be一現 3 明らかである ハイ 握る PA一握る一現 1複
ka darftar d豆m豆m?
いかに する 対して 淑女一複
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[挨拶の仕方について]女性も男性もいる集団の中に入った時､男性の場合はわかるよね､ハイと言って

手を握#､握って｡では女性 [への挨拶の仕方]はどうすればいいんだろう?

反対に縮減アスペクトから対立アスペクトの PFV-の言い直しもある｡例文 5-119では

padarTt｢少しする｣とizdarTt｢する (PFV)｣､例文51120ではpagatavot｢少し､早く料理す

る｣とsagatavot｢料理する (PFV)｣が隣接している｡

例文5-119 (LR.30.05.2011)

(‥)mes padar豆m, mes izdar豆m kautko,mes kop豆 plecs p)e pleca.
私達 pA-する-現 1単 私達 する一現 1単 何か一対 私達 共に 肩 つけて 肩

一緒に肩をつき合わせて私達は何かをちょっとします､します｡

例文5-120 (LR.05.08.2011)

岳Odien raidiiuma gaits tad skaidrosim, kas vet varetu batsvarlTgi
今 日 番組一属 展開一位 そして 明らかにする-未 1複 何 まだ できる一願 be 大切である

izveloties,uzglabajotun pa卿aV句〔鴫 sagatavqiotuzturam 主o partiku.
選ぶ一副 保存する一副 そして PA一料理する-副 料理する一副 栄養-与 この 食品一対

今日は番組の中で､この食品を選び､保存し､サッと料理する､料理する上で何が大切かを明らかにしま

しょう｡

例文5-121のpiebarot｢完全に餌付けする｣とparbarot｢餌付けしすぎる｣は､基動詞barot

｢餌付けする｣にそれぞれ接頭辞pie-｢動作の完全性｣と接頭辞p豆r-｢動作の過度性｣が付

加されている｡しかし前者が副詞 1ieki｢余計に｣と共に用いられていることで､話者は過

度の動作を2つの要素にわたって繰り返していることになる｡

例文5-121 (LR.22朋.2010)

(..)ta臨 skat融1ies un turlieki neDiebaroiam un nep豆rbaroiam.
なので 見る一現 1複 そして 助 余計に 否一完全に餌付けする一現 1複 そして 否一餌付けしすぎる一現 1複

なので様子を見ましょうね､[白鳥に]余計なえさをあげないように､あげすぎないようにしましょう｡

一方の要素の接頭辞がアスペクト的意味､もう一方の要素の接頭辞が空間的意味や空間

的意味が抽象化した語垂的意味を持っている言い直しの例を個別に見る｡

例文5-122の第 1要素 ｢座りこむ｣(接頭辞no-｢下｣)と第2要素 ｢座る (PFV)｣は類義

語である｡空間的意味の接頭辞を持つ第 1要素が中断され､アスペクト的意味 (この場合

はPFV)を持った第2要素に言い直されているO

例文5-122 (LR.19.ll.2010)

(")tad taj豆mirkl了nosed豆-noteiktiapsedat_ies,nezinu, pledatora vai
それで その 時一位 必ず 座る一過2複 否一知っている一現 1単 前に パソコン または

ple pap了ralaロas.
前に 紙一属 片
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その時にパソコンとか書類を前にしたりして座りこ#､必ず座りましたよね｡

例文 5-123では第 1要素 ieldkoties｢中を見る､覗く｣(接頭辞 ie-｢中｣)が中断され､第

2要素 pal放ot｢見てみる｣(接頭辞 pa-｢少 し｣)で言い直されている｡

例文 5-123 (LR.22.ll.2010)

Labi,t豆k豆呈虫垂IPalGkojiet paSi, kasturnotiek.
良い では PA一見る一命 2複 自分で 何 助 起きる一現 3

さて､どうなっているかここで様子を覗#､見てみてください｡

同様に第 1要素が中断された言い直しでは､例文 5-124のpaskatTties｢見てみる｣(接頭辞

pa-｢少 し｣)とapskatities｢検討する｣(接頭辞 ap-｢周｣)があるoこの2つの動詞は､例文

5-125でも逆の順番で隣接している｡

例文 5-124 (LR.06.10.2010)

Nu匹垂垂IaPSkatisimies e-pastus.
助 検討する-未 1複 Eメール-複対

それではEメールを見てみ#､検討してみましょう｡

例文 5-125 (LR.04.10.2010)

(..)γar apskatTties,paskatTties,ko mesesam paveiku喜i.
できる-現 3 検討する 少し見る 何一対 私達 be一現 1複 する一能過

我々が何をしてきたのかを検討､見ることができますO

例文 51126では第 1要素pam韓in融 ｢試す｣(接頭辞 pa-｢少し｣)と第2要素 izm韓inat｢試

す｣が隣接している｡第 2要素の接頭辞 iz-は動作をすることで何かを理解する､確かめる､

といった結果を示す｡

例文 5-126 (LR.ll.01.2011)

Pam軸 t, izm軸 t.
試してみる一命 2複 試す･命 2複

試してみてください､試してください｡

両要素の基動詞が pakot｢梱包する｣の例文 5-127では､第 1要素の接頭辞 sa-は客体の多

さを示すアスペク ト的意味を持ち､第 2要素の接頭辞 ie-は空間的意味 ｢中｣を持っ ｡

例文 5-127 (LR.19.ll.2010)

Visasburcipasjasapako,jaiepako.
すべて 瓶一複 梱包する一義 梱包する一義

どの瓶も (たくさん)梱包する､(中に)梱包する必要があります｡
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両要素の接頭辞が似た空間的意味の場合である｡例文5-128では､接頭辞no-｢除｣と接

頭辞 iz-｢外｣の空間的意味は基動詞 va曲 ｢導く｣に対して類義的である｡第 2要素では､

接頭辞iz-と同じ意味を持つ副詞1auk豆｢外に｣によって接頭辞iz-の空間的意味が強調され､

より明確になっている｡

例文5-128 (LR.07.02.2011)

Peetam tick tas viss novadTts, izvadTts lauka.
その後 受一現3 それ すべて 撤去する-受過 排出する一受過 外に

その後すべて [水圧機から余分な物質が]除去されてしまいます､外に排出されてしまいます｡

例文51129の ｢こだわる｣という意味の接頭辞動詞はiekertiesとPiekerties(基動詞kerties

｢着手する｣)がある｡接頭辞 ie-は ｢中｣､接頭辞 pie-は ｢付｣の空間的意味を持つが､ど

ちらの接頭辞も何かに対するこだわりや執着を比愉的に示す空間的意味と捉えられる｡

例文5-129 (LR.31.03.2011)

Tikaiir viena,kur豆 mes e§am varbatpat daudz esam iekeru蓋ies,
だけ be一現3 1つ 関代 私達 be一現 1複 多分 さえ 多く be-現 1複 愛着を持つ一能過■_
piekeru蓋ies, Ja.
愛着を持つ一能過 はい

私達が執着してしまう､こだわりを持ってしまうことがひとつだけあるんです｡

また半接頭辞lidz-｢共に｣と接頭辞sa-｢共｣による類義要素の追加も見られた｡lidzdarboties

｢共に働く｣とsadarboties｢協力する｣は基動詞をdarboties｢活動する､働く｣とする｡

例文5-130 (LR.30.05.2011)

(")k豆d豆 veid豆17dzdarbojoties,sadarboioties cilvekiem sabiednTb豆(..).
どんな 方法一位 共に働く一副 協力する一副 人一複与 社会一位

どんな形で人々が社会で共に働くことで､協力することで｡

異なる接頭辞を持つ同じ基動詞の顕在化のパターンの用例の分析は個別的にならざるを

得ないOこのパターンでは､接頭辞が異なる意味 (アスペクト的意味､空間的意味)であ

る言い直しと､接頭辞が類義である類義要素の追加の両方の側面が見られる｡

5.3.4.テキストに見られる類義要素の追加

言い直しは "編集作業"が可能な書かれた言葉においてはあまり観察されないと思われ

る｡ここまで話された言葉を例にして広く言い直しを論じてきたが､言い換えや類義要素

の追加に限っては書かれた言葉にも見られる現象である｡

例文5-131は､話された言葉の特徴が比較的反映されるインタビューであるo基動詞菖virkst
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｢ポッと燃える｣と spragt｢爆発する｣に､動作の突然の開始を示す接頭辞 uz-が付加され
ている｡

例文5-131 (S.9.2009)

Ve1- esloti emociona1ivisu uztveru. T豆 nevajadzetu, bet es
あと 私 とても 感情的に すべて一対 受け止める-現 1単 そのように 否一必要がある一顧 しかし 私

t豆da esmu. Uz菖virkstu, uZSP坤gSlg.
そのような be一現 1単 ポッと燃える-現 1単 爆発する一現 1単

あと私はなんでもすごく感情的に受け止めちゃうんです｡本当はいけないことかもしれないけど､それが

私なんですよね｡カッとなって､爆発しちゃうんですよ｡

例文 5-132も対談からの記事である.基動詞は類義語の skQpstTt｢キスをする｣とbueot

｢キスをする (口語)｣で接頭辞sa-と再帰要素で ｢相互の動作｣を示す｡

例文5-132 (RB.13.12.2005)

Tad ka t佃tujasaka pareizi? Saskbstieties,sabueoiieties? Jo valod豆jau
では いかに be一顧 言う一義 正しく キスし合う一命2複 キスし合 う一命 2複 なぜなら 言語 すでに

tik !oti iegajies ''rdgts",kanezinatu, k豆 citadi pateikt…
それほど とても 定着する一能過 苦い 従 否一知っている｢額 いかに 他の方法で 言 う

[新郎新婦がキスをする時の掛け声をロシア語風に ｢苦いぞ !｣ということについて]じゃあなんて言う

のが正しいんでしょう?キスし合って?チュッとし合って?ラトヴイア語に ｢苦いぞ !｣がすっかり定着

してしまったから､他になんて言えばいいのか-｡

例文5-133は対談形式の記事ではないものの､書き手は 1人称単数の形式で､賃金値上げ

を求める教師らのストライキについて意見を述べている｡ここでは streikot｢ス トライキす

る｣と類義語のbastot｢ストライキする､サボる｣に接頭辞aiz-+再帰要素が加わり､｢没頭｣

の動作が示されている｡

例文5-133 (JA.31.01.2000)

Aizstreikoiaties, aizbastoiaties, ueuki? Algaslielakas sagribeju削?
ス トライキに夢中になる一過 2複 サボるのに夢中になる一過2複 先生一複一呼 給料一複 大きな一比 欲 しくなる一能過

Seku,Demiet. Pieliks jums dabsla軸us, betpar to JumS
ほら 取る一命 2複 追加する一未3 あなた方一与 数 ラッツー複対一指 でも 対して それ あなた方一与

bQs divtikdaudzstradat.
be一未3 2倍 多く 働く

先生方､ス トライキに熱中しましたか?サボるのに熱中しましたか?もっといい給料が欲しくなりました

って?ほら､どうぞc数ラッツ (指小形)は増えるだろうけど､その分2倍多く働かなきやですよQ

例文5-131から例文5-133の用例では動詞間にカンマが用いられている｡言い換えや類義

要素の追加は､書かれた言葉においては言い直しの第 2要素にあたる語や表現に用いられ

るカッコや要素間のスラッシュ､ハイフンなどの記号によって､現象として可視化される｡
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『ラトゲイア語の句読点法 (Latvie菖uinterpunkcija)』によれば､カッコは直前の語を補足

的に説明する語に用いられる (Blinkena2009,387-388)｡ 下の例文5-134をはじめ､本論文

では､借用語の接頭辞動詞やその派生語がそれぞれカッコ内､またはカッコの直前で用い

られる用例 (第3章の例文3-8と例文3-9や例文3-18と例文3-19)を見た｡

例文5-134 (JA.23.03.2000)

Vakar豆viDi くくuzd萱emo〉〉 (improvize, spelejot kopTgi).
夜一位 彼ら UZ-ジャムセッションをする一現3 即興をする-現3演奏する一副 共同で
夜に彼ら [ミュージシャン達]は "ジャムセッションを行う肘 ' (共演で即興演奏をする)

スラッシュの機能の一つに､｢互いに置き換えが可能な概念を示す｣語を分ける機能があ

る (Blinkena2009,416)｡この記号の使用は､話された言葉において､言い換えや類義要素

の追加要素の各要素を分けることになるだろう｡

例文5-135では､ ｢ロー ドムービー｣という英語の表現とラトヴィア語の借用翻訳の表堤

を区切る言い換えにスラッシュが用いられている｡例文5-136と例文5-137でも､それぞれ

1本､3本のスラッシュの使用が見られる｡

例文5-135 (D.04.01.2005)

Viss talakais, kas riSin豆S 刑ma Salauztie ziedi,erti ietilpst D主ima
すべて その先のこと 関代 起こる一現3 映画一位 壊す一受過 花-複 適切に 含まれる-現3 D割ms一属

Dhrmu弘 iecienTtaj豆 roadmovie/cela filmas 萱anra, Sum mejot fllmas varopa
D乏armu蓋S一属 好む-受過 道一属 映画一属 ジャンル一位 要約する-副 映画-属 英雄-属

piedzlTvojumus,dekas, atklasmesun atsk豆rsmes.
冒険一複対 ハプニングー複対 発見一複対 そして 理解一複対

映画 ｢ブロークン･フラワーズ｣で起こるその先のすべては､映画の主人公の冒険やハプニング､発見や

理解をまとめた､まさにジム ･ジャームッシュお得意のロー ドムービーのジャンルに問題なく含まれるO

例文5-136 (Eメール)

Paldies, esmu sapemusi un solu l了dz 15.martam caurlGkotTavu
ありがとう be一現 1単 受け取る一能過 そして 約束する-現 l単 までに 3月 目を通す あなたの

refer融u /rakstu!
発表報告一対 論文一対

ありがとう､あなたの発表報告/論文を受け取りました｡3月 15日までに目を通します｡

例文5-137 (Eメール)

Cilvekivienmertadas reizes jaut豆 7 匹iBg /垣p垂 Vipiem ir j豆piedzTv0
人一複 いつも そのような 時一複位 尋ねる一現3 何のために どうして 彼ら-与 be-現3 経験する一義

tadas 蓋ausmas/bailes /izmisums?Ko tis mums,cilvekiem,1em豆ca /
そのような 恐怖一複対 不安一複対 絶望一複対 何一対 それら 私達一与 人一複与 教える一現3

aSaka?
言う一現3

写6接頭辞uz-は動作の少なさを示すが､この場合接頭辞pa-よりも口語的な接頭辞である,この例文のカッ
コ内の説明では､動詞のアスペクト的意味は説明されていない｡
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こういう時人々はいつも疑問に思うものo何のために/どうしてこのような塾堕/至宝/堕里を経験しなけれ

ばいけないのか?それは私達人間に何を教えてくれるのか､伝えてくれるのか?

上の例文 5-135と同じ新聞記事でもスラッシュで区切られた接頭辞動詞の用例が見つか

った.例文5-138ではPFV化の接頭辞nO-がどちらの語にもあるo監督が出演する役者を｢選

ぶ｣ことは ｢獲得｣(基動詞 skatTt｢見る｣とcopet｢釣る｣)することでもあり､互いの要素

は類義である｡

例文5-138 (D.04.01.2005)

(..)tas tapis, velplrmSMureJu bija 軸 si/nocop句usire皇isore
それ 出来上がる一能過 まだ 前に マ-レ-一対 be一過3 選ぶ一能過 釣る一能過 監督

Soflja Kopolasavam Pazudis tulkojumam (..).
自分の 消える一能過 翻訳一与

その映画はソフィア ･コッポラが自分の映画 ｢ロスト･イン･トランスレーション｣のためにマ-レ-を

選ぶ/仕留める前に完成した｡

スラッシュの使用は､例文5-139にも見られる｡ここでは接頭辞動詞 apliet｢水をやる｣

とaplaistTt｢水をやる｣の命令形がスラッシュを挟んで用いられている.接頭辞ap-は ｢表面｣

という空間的意味を示す｡基動詞のlietと1ais仔tは共に ｢注ぐ｣ であるが､後者は前者に反

復の意味を示す接尾辞I7-が付加され､語幹の母音交替と子音 stの挿入が起こった動詞であ

る｡反復の意味を加えることで､書き手は定期的に花に水を与えてほしいことを追加して

いる｡

例文5-139 (書き置きのメモ)

Apl亘iet /aplaistiet lQdzu pukes!
注ぐ一命2複 注ぐ一命 2複 お願いします 花一複対

お花に水をあげてください/何回かあげてください !

例文5-140では異なる接頭辞を持っ同じ基動詞がハイフンで区切られている｡ハイフンに

はスラッシュのような置き換えの機能はないものの､｢同時に機能し､互いを補い合い｣､｢複

合的な概念｣を結ぶ機能があり (Blinkena2009,409)､実際には類義要素の追加を書記的に

示す手段である｡

例文5-140 (Eメール､スペル訂正)
Taj豆 ir anTmanas gramatas un citas mantas,kurasvar kautkur
それ一位 be-現3 も 私の 本一複 そして 他の もの一複 関代 be-現3 どこかに

p_ovakt-izvakt, Ja taS !Oti trauces.
片づけてしまう一片づけて外に出す rもし それ とても 邪魔する-未3

そこ [アパー ト]には私の本や他のものがありますが､すごく邪魔なら､どこか-片づけても/外に出して

もいいです｡
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接頭辞動詞 nov豆ktとizv豆ktはどちらも ｢片づける｣の意味では共通しているが､接頭辞

の空間的意味に注目すると nO-は ｢去｣､iz-は ｢外｣である｡どちらの接頭辞動詞も類義で

あるが､-イフンでつながれることで互いに関連した概念を示すようになる｡

記号の使用は､書かれた言葉においても言い換えや類義要素の追加という現象があるこ

とを示す｡しかし､記号を用いた接頭辞動詞の用例が少ないため､今後もさらなる用例収

集と分析が必要である｡

5.3.5. `̀接頭辞の選択''の問題によせて

接頭辞動詞が関わる言い直しは､"接頭辞の選択"という問題を提起する｡この間題につ

いて考察を試みる｡

言語研究や外国語学習で時々見かける ｢体の選択｣や ｢時制の選択｣｢語順の選択｣とい

った言語手段の ｢選択｣の中には ｢接頭辞の選択｣もある (Mustajoki&Pussinen2008など).

｢正しい接頭辞の選択｣のように独自の文脈であるものの､ラトヴィア語の言語文化論で

も同様の表現が見られる (Skujip 1966,Riekstipa1974,畠midebergs2008)0

選択をすることは､複数の選択肢があることを前提とする｡しかし実際には､書かれた

言葉を中心とした言語研究､また話された言葉の研究でさえ､研究で扱われるのはすでに

"逮択後"の言語形式がほとんどである｡その点で言い直しは､まさに言語形式の選択中

の過程そのものである｡接頭辞の有無､もしくはどの接頭辞を使 うかという "選択中"の

過程は､編集作業が十分になされない話された言葉に耳を傾けてこそ見えてくる｡

"接頭辞の選択"が行われていると言えるのは､まず接頭辞があるかないかという点で

基動詞と接頭辞動詞の間､また接頭辞があるのならどの接頭辞かという点で異なる接頭辞

を持つ同じ基動詞の間である｡これはそれぞれ本章の 5.3.I.と 5.3.3.で見た用例において言

える｡言い直しの過程自体が話者主体の行為であるが､その選択中の過程における接頭辞

の有無､そしてどの接頭辞を使うかといった接頭辞の選択は､アスペクト的意味や空間的

意味の表示の有無やその選択を行うことであり､"発話の中における接頭辞付加"の活動的

な性格を浮き彫りにする｡

接頭辞が関わる言い直しの例は､話者が表現しようとするアスペクト的意味や空間的意

味といった概念が最初から強く固定されているわけではなく､あくまで話者の判断に基づ

いて変化をさせたり明確化をするなどの､"調整が可能な"意味であることを示す｡

選択の余地という点で逆のことが5.3.2.で見た同じ接頭辞を持つ異なる基動詞が関わる言

い直しに言える｡このパターンでは､接頭辞が同じ意味で要素間の意味を結ぶ (クリップ

する)ため､接頭辞を変えたり付加しないのではなく､同じ接頭辞を選択することが選択

肢となりやすく､接頭辞の選択の余地は狭くなる｡
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5.4. 第 5章のまとめ

本章では､接頭辞動詞の語形成関係が顕在化するタイプを 1)基動詞と接頭辞動詞､2)

異なる接頭辞を持っ同じ基動詞､3)同じ接頭辞を持つ異なる基動詞に分け､接頭辞がコミ

ュニケーションにおいて重要な役割を果たしていることを記述した｡

5.1.では､文学作品､新聞､ブログ､広告といった書かれた言葉を素材に､接頭辞動詞の

語形成関係の顕在化を記述した｡どのパターンにおいても､接頭辞動詞はその接頭辞の意

味を顕在化させ､接頭辞が基動詞に与える意味による情報伝達の側面や､言葉遊びやリズ

ム化といった表現的側面を持っている｡

話された言葉に特有の現象として5.2.と5.3.で論じた言い直しの現象は､その広い理解で

も狭い理解でも､話者が聞き手のより良い理解を得るために言語表現を探し､選び､変え

る話者主体の行為である｡

言い直しにおける基動詞と接頭辞動詞､また接頭辞動詞間の語形成関係の顕在化では､

話者が接頭辞を加えたり､逆に取ったり､または変えることにより､アスペクト的意味 (対

立アスペクト､また個別的なアスペクト)や空間的意味を変化させたり､明確化をしてい

るOこれは 5.3.1.で見た基動詞と接頭辞動詞の関係､また 5.3.3.で見た異なる接頭辞を持つ

同じ基動詞の関係において言える｡逆に､話者が接頭辞を変えないのは､5.3.2.で見た同じ

接頭辞を持つ異なる基動詞の関係においてであり､接頭辞クリップによる結束性がその理

由である｡

5.4.では､書かれた言葉に再び立ち返り､話された言葉における類義要素の追加の側面を

持つ言い直しに対応する現象として､接頭辞動詞に対する記号の使用を記述した｡

言い直しは､話者が言語形式を整理する途中に言語形式を選択する過程である｡5.5.では､

接頭辞動詞が関わる言い直しが提起する問題である "接頭辞の選択"を考察した｡接頭辞

動詞の顕在化のパターン別に見ると､5.3.1.で見た基動詞と接頭辞動詞､5.3.3.で見た異なる

接頭辞を持つ同じ基動詞の言い直しにおいては､接頭辞を付けるか付けないか､付けるの

であればどの接頭辞を付けるかという､話者が接頭辞を選択する過程が見える｡このこと

から接頭辞の言い直しは､発話の中における接頭辞付加の活動的性格を体現している｡

接頭辞が関わる言い直しの例からは､話者が表現しようとする概念に特定のアスペクト

的意味や空間的意味が最初から強く固定されているわけではなく､話者が自らの判断に基

づいて変化をさせたり､明確化をするなどの "調整が可能な"意味であると考えられる｡

この点で､結束性により接頭辞の選択に制限があるのは､5.3.2.で見た同じ接頭辞を持っ異

なる基動詞の関係においてである｡
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